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感動 の そば に 、 い つも 。 SUN &SUN 


首都 圏 発 ノ 関西 発 
現地 発着 


\ し まな み 海 道 


還 語 ili で 財 h を ゆったり 登山 で 、 瀬戸内 の 自然 、 
富士 山 信仰 の 歴史 を 辿る 村上 海賊 の 歴史 ロマ ン を 学ぶ 


も He 見 て 寺 ま ぶ 放 9 


上 ル 


主 
写真 提供 : や まな 観光 推進 機構 / /) 来島 海峡 大 橋 


細野 


数 多 の 参拝 者 が 語 で る 
NM を と < 
| { 


7 ! 日 本 


還 
大 央 の アト ベジ チャ ニニ リス が の 提案 


アド ベン チャ ー ツ ニー リズ パ が と は 衣 自 然 と の ふれ あい ]」 証 アク ティ ビ テ ィ イ 」「 文 化 ・ 交 流 」 の 3 つの 要素 
の うち 2 つ 以 上 の 要素 で 構成 され る 旅行 で す 語 アドベンチャー。 と いう 言葉 か ら 計 冒険 ・ ア クティ ビ 
ティ が メイ ン の よう に 感じ られ ます が 語 地 域 を より 深く 知り 置 こ れ ま で の 旅 と は 二 味 違う 体験 が で き 
る 言 大 人 の 方 で も 安心 し て 日 本 の 魅力 を 楽し ん で いた だ ける 新しい 旅 の スタ イル で す 。 


その 土地 の 自然 ・ 文 化 ・ 歴 史 等 を わか りや すく お 客 様 に お 伝え し ます 。 略 | 9 スベ シャ リス ト と 行く ! 
② アク ティ ビ テ ィ や 地域 交流 を 体験 し ます 男 立 山 明 共 羅 と 立山 信仰 の 世界 3 日 間 
地域 の 自然 文化 等 を アク ティ ビ ティ で 深く 体験 し ます 。 EE 


7 の 士 登山 吉田 ロロ ルー ト ゆ っ た り 登 頂 & お 鉢 巡 り 3 日 間 
呈 志 和 や 護 計 ヾ 感 
また 、 地 域 の 方 と の 交流 や 講話 で その 土地 の 文化 を 体感 し ます 。 回 人: 泊 寺 折鶴 折 記 ま お 肖 生計 


③ 地域 に 精通 し た ガイ ド が ご 案内 し ます 
現地 で は テー マ に 沿っ た ガイ ド が ご 案内 し ます 。 学 術 的 な 内 容 も 


2 画 釧 路 川 の 源流 か ら 日 本 最大 の 湿原 と アイ ヌ 文 化 を 旅 する 3 日 間 
と 固 あ の 日 か ら 11 年 
楽し く お 伝え し ます 。 海 と 生き る 気仙 沼 の 今 を 感じ る 三陸 海岸 の 旅 3 日 間 

④ 各 コ ー ス 添乗 貞 が 同行 し ます (一 部 区 間 除 く ) QB 上 》 固 東 の 奥 参り 「 神 宿る 出羽 三山 」 と 苗 薦 の 足跡 を 訪ね る 3 
画 参 拝 者 に 想い を 馳せ 熊野 参 語 道 を 歩く 3 日 


還 山 陰 海 大 ジ オ パ ー ク 
鳥取 砂丘 一 浦 富 海岸 を 歩き 地球 の 歴史 を 感じ る 3 日 間 


画 世 界 自然 遺産 ・ 西 表 島 探究 と 八重 山 諸島 の 島々 を 巡る 4 日 


玉島 海峡 琴 格 


0 ご 請求 書 な どの 案内 書類 は 代表 の 方 の み へ の 送付 と な り ま す の で 、 
お客様 へ の ご 案内 と お 願い 上 MEI 

還 お 問 合 わせ ・ お 申込 み 男 旅 行 代 金 の お 支払 い 

ご 希望 ツア ー の 掲載 ペー ジ と コー ス 名 、 出 発 日 を お 伝え くだ さい 。 お 振込 みち し く は クレ ジッ トカ ー ド 決済 に て 承っ て お り ま す 。JTB 旅 
画 グ ルー プ で お 申込 み の お 客 様 カー ド ご 利用 の 場合 は 、 お 近く の J TB 店 舗 に て お 申込 み 、 お 支払 
旅行 の ご 契約 者 は 代表 の 方 と な り ま す 。 誠に 恐縮 で す が 、 日 程 表 や い を お 願い し ます 。 


お 申込 み の ご 案内 


信 最 少 催行 人 上 員 : 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 (最少 催行 人 員 と は 、 コ ー 6 
ス を 催行 する た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 数 に 満た な いた 
め に お 申込 み の コ ー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 1 

の 場合 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あ た 9 
る 日 より 前 (日 帰り 旅行 は 3 日 前 に あたる 日 より 前 ) に 旅行 中 止 の 通 1 
知 を し ます ) ※ 同 行者 の 取消 に よっ て お 申込 基準 を 満た さ な く な っ 1 
た 場合 は 、 申 込 者 全員 が 自動 的 に 取消 扱い と な り 、 所 定 の 取消 料 が 1 
か か り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 1 

借 旅 行 代金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日 程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 1 

人 ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 ! 
の 払戻 し は 一 切 で きま せん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 1 

人 行 程 の 凡例 一 バス 、 ラ 航空 機 、… 徒歩 、 = 列車 、 船 、++ その 他 ( タ 1 
クシ ー ま た は 送迎 車 )。 i 

急行 程 に 記載 の 出発 ・ 到 着 時 間 お よび 所 要 時 間 は あく まで 目安 で す 。 0 
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安 で す 。 実際 の 発着 時 刻 、 集 合 時 刻 と は 異な る 場合 が あり ます 。 

交通 手段 に つい て 

介 バ ス 車 内 は 禁煙 で す 。 乗車 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 着用 し て くだ さい 。 
利用 バス 会 社 に つい て は 各 コ ー ス ペー ジ を 確認 し て くだ さい 。 

條 航空 機 利 用 の 場合 、 適 用 運賃 は 個人 包括 旅行 割引 運賃 、 又 は 包括 旅 
行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 利 用 航空 会 社 は 、 
JAL 又 は ANA 又 は SF J 又は SN A の いずれ か と な り ま す 。 

介 JR 利用 の 場合 、 募 集 型 企画 旅行 用 の 特別 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て い 
る た め 、 ご 利用 に 際 し て 一 部 制限 が あり ます 。 

※ 東 海道 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、 

寺 大 荷物 」) を 車内 に 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 荷物 スペ ー ス つ 

き 座席 の 予約 が 必要 (無料 ) で す 。 た だ し 、 席 数 に は 限り が あり ます 。 

また 、 3 辺 の 合計 が 250cm を 超え る 荷物 は お 持込み で きま せん 。 事 

前 予約 せ ず に 特大 荷物 を お 持込み され た 場 車内 で 手数 料 (1.000 

税込 を お 支払 いい た だ く 必 要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 

小分け に し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 特 大 荷物 の 持ち 込み を 希 
さ れる お 客 林 は 、 旅 行 の お 申込 み 時 に お 申し 出 く だ さい 。 ご 不明 
な 点 販売 店 係員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 荷物 の 持込み に 関す 
る 詳細 は 、 JR 東海 (https://wwwjjr-central.co.jp/) JR 西日本 
(https://wwwjr-odekake.net/) JR 九州 (https://www.jrkyushu. 
cojp/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 

借 ダ イヤ 改正 に より 、 便 名 ・ 列 車 名 ・ 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 本 数 な ど 
が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


ツア ー の 現地 合流 離 団 も 可能 で す ! 


※ 詳 細 は お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と な り ま す 。 


QL 


交通 事情 な ど に より 異な る 場合 も あり ます 。 バ ス 移 動 時 間 90 て 120 
分 を 目安 に 1 回 休憩 を お 取り し ます 。 

介 パ ン フ レッ ト に 掲載 の ある ガイ ド ・ 写 真 家 ・ 演 者 な どの 案内 人 が 変 
更 と な る 場合 が あり ます 。 

候 食 事 条 件 は 旅行 代金 の 中 に 含ま れ て いる 食事 を 表示 し て いま す 。 

候 行 程 に 記載 の 1 日 目 出発 地 の 集合 場所 まで 及び 、 最 終日 帰着 地 の 解 散 
場所 以降 の 交通 費 は お 客 様 負 担 と な り ま す 。 

介 行 程 表 内 の 時 間 表 示 の 目安 は 下記 の 通り で す 。 


早朝 朝 午前 上 後 』 夕刻 博 夜 深夜 


04:00 06:00 08:00 12:00 16:00 18:00 23:00 04:00 
※ 上 記 の 時 間 表 示 は 、 航 空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発着 時 刻 を 基 に し た 


【 全 コー ス 共 通 】 久 ご 出発 前 日 まで に 添乗 員 よ り 各 グル ー プ の 代表 者 様 へ ご 挨拶 の 電話 を させ て いた だ きま す 。 (国外 在 中 の お 客 様 へ の お 電話 は いた し ませ ん ) CPU 予約 時 に 連絡 の 取れ る 電 
話 番号 を 必ず 入力 くだ さい 。 尚 、 電 話 が 不要 な 場合 は (現地 素材 } MS に その 旨 を 入力 くだ さい 。 日 時 指定 は で きま せん 。 坦 発生 手配 不可 。 倫 特に 記載 の な い 限り 行程 中 の 全 宿泊 は 同一 客室 
数 に て 予約 くだ さい 。 但 し 、 定 員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 入 室 人 員 の 多い 旅行 代金 が 適用 と な り ま す 。 (プラ ン 料 金 適用 泊 日 を 1 室 の 利用 人 員 が 最大 の 宿泊 日 で 登録 ) 1 名 1 室 利用 は 
1 名 料金 適用 の 場合 の み 手配 可能 で す 。 欠 定員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 部 屋 割 指定 が 必要 で す 。 


計 当 AENJO00 


) To 語 作 知彦 IMIt 昌 平成 と 行く ! - 二 
級 と 信仰 の 世界 3 日 間 ン : [ 
5 AENJOAO | 


立山 黒部 アル ペン ルー ト 


ァ 


| 佐伯 知彦 = 


ガイ ド 協 会 所 属 山賊 Club と や ま 代 表 
本 山 ガイ ド 協 会 登山 ガイ ド IL・ バ パッ ク カ ント リー スキ ー ガ イド TH 


ェ 曰 > < 去 マデ テ ノレ 
兄 下 * 
放 1 日 目 : 午 前 


[同行 区 間 】1 日 目 : 芦 内 寺地 区 、2 日 目 : 立山 駅 ご 室堂 ご 弥 陀 ヶ 原 * 富 山 の 薬 売り "の 
立山 の 術 芦 崎 寺 生ま れ 。 四 代目 平蔵 と し て 、 江戸 時 代 に 盛ん だ っ た 立山 信 文化 を 知り 、 体 験 する 
仰 の 歴史 や 文化 を 伝え る 。 秋 岳 の 別 山尾 根 を 初 踏破 し 「 平 蔵 谷 」 に その 名 を 1 
残す 名 ガイ ド 、 初 代 佐伯 平蔵 は 食 祖 父 に あたる 。 40 歳 の 時 に 、 佐 伯 一 族 で 
誰 も 成 し 得 な か っ た エベレスト 登頂 に 富山 県 人 と し て 初め て 成功 し た 。 ーー 
叶 | 上 
『 1 つ さ 9 誠 き 川 人 。 、 、 5 。 PERmmmmmm 
[富山 の く すり 」 を 学ん だ 後 、 遇 へ 向かい 、 ーー ーーー ーー 
ガイ ド の 佐伯 さん と 合流 。 芦 骸 寺 地区 は 平安 時 エメ ラル ド グ リ ー ン に 輝く 湖面 か ら 江戸 時 代 、 立 山 信仰 布教 の 際 に 山伏 
代 未 期 か ら 江戸 時 代 に か け て 立山 信仰 の 基地 、 北ア ルプ ス の 雄大 な 景色 を 眺め る 黒 。 達 が お 経 と 共に 持参 し た 百 薬草 な ど 


宿場 と し て 栄え まし た 。 「 立 山 博物 館 」 で 立山 信 部 湖 遊 覧 船 「 ガ ル ベ べ 」。 ガ ル べ は 最高 が 富山 の くす り の 起源 と 言わ れ て い 
仰 と 立山 在 茶 羅 を 知る こと か ら 始 まり ます 。 立 標 位 1448m の 日 本 一 の 高 所 を 運航 す ます 。 富 山 を 代表 する 胃腸 薬 ! 反 魂 
山 登 拝 す る 者 は 必ず 参 振 し た 「 雄 山神 社 」 に は 開 る 遊覧 船 で 黒 肖 湖 を 一 周 す る アル ペ 丹 」 を 製造 販売 する 池田 屋 安兵衛 商 
家 、 佐 伯 有 頼 の 立山 開山 御 族 が 祀 られ 、 往 年 の ンク ルー ズ で す 。 夏 で も 涼し い 快 適 店 で は 職人 と 交流 。 古 い 木 製 の 「 製 


影 を わずか に 残す 宿坊 の ひと つ " 教 算 坊 を 見 学 。 頂 会 の 出発 地 生生 還 13)  「 | 生出 の く すり ちほ の ます | 
で も ある 「 間 魔 堂 」 か ら 現世 と 来世 と の 境 と され 、 橋 の 下 を 流れ る 「 う ば 。 記 吉里 間 : 約 30 分 回 E 昌 還 生 G 

党 川 」 を 三途の川 と 見 立て る 「 布 橋 」 を 渡り 、 い よい よ 死 後 の 世界 へ 。 ' 知 m 注意 事項 : 気象 条件 に より 、 運 航 

望 館 」 の 大 型 3 面 ス クリ ー ン や 音響 装置 、「 ま ん だ ら 遊 苑 」 な ど 体 験 型 施設 が で き な い 場合 が ご ざい ます 。 

も 分 か りや すく 、 立 山 信仰 の 疑似 体験 が 出来 ます 。 


| 2m 麻 3 


いよ いよ 立山 を 歩き ます 。 立山 駅 か ら ケー ブル カー、 高 原 バ ス と 立 
山 黒部 アル ペン ルー ト の 絶景 を 楽し みな が ら 、 立 山 黒 部 アル ペン ル 
ー ト 最高 地点 の 室堂 に 到着 。 ガイ ド の 佐伯 さん か ら 「 自 然 保護 セン タ 
| uenoiuo ー」 で 立山 全容 の 説明 を 受け 出発 。 現在 は 国 の 重要 文化 財 に 指定 され 
Y 半生 て いる 「 立 山室 堂 」 へ 、 建 物 内 も 見 学 す る こと が 出来 ます 。 その 後 も 
本 が 本 く 立山 の 絶 早 の 中 ハイ キン グ を 進め 、 佐 伯 有 頼 が 立山 の 開山 を 命じ ら 
弥 陀 ヶ 原 避 財 天 | れ た 聖地 「 玉 殿 岩 屋 」、 今 な お 激しい 火山 活動 を 続け 、 日 本 唯一 の 氷 
の 還 jb 形 を 観 家 で きる 「 立 山地 獄 合 。、 北 アル プス で 最も 美しい と され 
る 火山 湖 「 み くり が 池 」 を 巡り ます 。 午後 は 、 高 原 バ ス で 弥 陀 ヶ 原 へ 
向かい 、 整 備 さ れ た 木 道 を ウォ ー キ ング 。 地獄 に 見 立て た 弥 陀 ヶ 原 
こ 点 在 する 「 僚 提 田 」 や 絶景 の 立山 カル デラ を 見 学 し ます 。 宿泊 は 一 
度 は 泊まり た い 高 原 の 宿 「 弥 陀 ヶ 原 ホ テル 」 で す 。 


出発 まで 弥 陀 ヶ 原 の 早朝 ハイ 
キン グ な ど 各 上 自 で お 楽し みい 
た だ け ま す 。 最 終日 は 立山 黒 
部 アル ペン ルー ト を 長野 に 向 
け て 進み ます 。 トロ リー バス 
や ロー プ ウ ェ イ 、 ケ ー ブ ル カ 
ー を 乗り 継ぎ 、 黒 部 ダム へ 。 
黒部 ダム で は 日 本 一 の 高 所 を 
航 す る 遊覧 船 「 ガ ル べ ベ 号 」 に 
乗船 、 絶 景 の 中 、 旅 を 締め く 
くり ます 。 


半 


剛 
帳 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 | 139,.000 円 | 146,000 円 


東京 駅 (7:50 て 8:50 発 ) = 富山 駅 対す YO 00~7:40 発 ) = 金沢 駅 三 富山 駅 (11:00 て 11:30 発 ) 
守山 駅 229 半 | 大 孤 発 | 142,000 円 | 149,000 円 
と 3 
四 (⑰7/20・8/24 出 発 ) つ 池 兵衛 商店 (富山 の 薬 の 歴史 を 学び 、 薬 づく り 体験 と 薬 膳 ラン チ ) 太 現地 発着 | 122.000 円 | 129,000 円 
目 


(8/2 出 発 ) 一 池 


和 商 店 (富山 の 楽 の 歴 史 を 学び 、 薬 づく り 体験 ) つ ます の すし : 名 物 ま す の す し の 
山神 社 … 教 算 坊 -: 間 魔 党 … 布橋 
通っ まん だ ら 八 区 ) - ゥ 夕刻 : 立 山国 際 ホ テル 泊 (Dh9.6 の 重 墓 泉 は 美人 の 湯 と し て も 有名 で す ) 
朝 : 宿 つ 立山 駅 美 女 平 つ 室堂 で 立山 信仰 を 歩く (自然 保 護 セン ター 立山 宏 堂 … 玉 妥 岩 屋 … 地 獄 谷 … み | am 
くり が 池 … 宣 堂 ) 弥 明 ヶ 原 で 立山 信仰 を 歩く (大 上 連山 を 晃 め な が ら 、 地獄 に 見 立て られ る 馬 人 田 が 上 在 | 
する 木 道 ウォ ー ク と 今 で も 崩壊 を 続け る 立山 カル デラ の 絶景 を 見 学 ) … タ 刻 : 交 蛇 ヶ 原 ホテ ル 泊 ( 夜 は 満天 

の 星空 の 競演 を お 楽し みい た だ け ま す ) タ 


タ 8/2 発 上 記 代 金 に 3,000 円 追加 


室 


SN、 部 MRORO 


皿 加 い 


(出発 まで 早朝 ハイ キン グ な ど 高 原 ホ テル な ら で は の 楽し み 方 で お 過ごし くだ さい ) 朝 : 宿 つ 弥 陀 ヶ 原 つ 室 RI 
3 | 堂 つ 大 観 峰 ++ 黒 部 平 +r 黒 部 湖 ( 日 本 一 高 所 を 運航 する 遊覧 船 「 ガ ル べ 」 で 30 分 の 黒部 ダム 遊覧 ) … 黒 部 ダム | 朝 7 

っ 扇沢 大王 農園 (昼食 ・ シ ョ ッ ピ ング ) ee 
目 2 る 0000 計 引 人 4 ング ) 是 [部 屋 ] 洋室 又は 和室 

松本 駅 三 新宿 駅 (18:40 て 19:10 着 ) 松本 駅 名 古屋 駅 = 松本 駅 (15:00 て 15:30 着 ) メ [お 食事 ] 【 夕 】 和 食 全席 (飲み 物 サー ビス ) 

新 大 阪 駅 (19:0019:30 着 ) 田内 干し [ 朝 】 和 食 ・ 洋 食 バ イキ ング 又は 

※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 泊 乗 員 は 富山 駅 か ら 最終 日 松本 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 和洋 定食 ※ 違 で ふせ ん 了 請 
地 鉄 バ ス 及 び ア ルビ ピコ 交通 又は 北ア ルプ ス 交 通 ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 竹下 Ne 


ー つ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 ニ 列車 て 船 + そ の 他 3 


iL ボ 尾 2 泊 旧 彰 出 発 き 寅 に 
ゆう た り 合 頂 ぷ お 価 巡 り コ ニ ス 3 日 間 


富士 山 は 、 そ の 美しき だ け で な く 、 繰 り 返 す 噴火 に 


『 上 上 登山 カ イト 軸 通算 700 回 以 価 所 カイ ド 池川 民 と 1 


= 国 リピ ーー ト 中 6AEHJOAO 


EE 計 : 当 6AEHJ000 


より 神 の 住む 山 と し て 思 れ られ 、 涼 還 


め ら れ て きま し た 。 噴 火 活動 が 沈静 化す る 平安 時 代 後期 以降 、 日 本 古来 の 山芋 信仰 と 管 


教 等 が 習合 し た 修験 道 」 の 道場 と な り 、 


「 造 拝 の 対象 か ら ' 登 拝 」 す る 山 へ と 克 化 し 、 毎 


年 夏 に な る と 多く の 登山 者 が 訪れ ます 。 初 め て の 富士 登山 、 富 士 山 を より 深く 知り た い 
: 富士 山 の 歴 史 を 辿り な が ら ゆ っ た 9 座 頂 を 目指 ず 旅 で す 


方 に 推奨 する 世界 文化 遺産 


池川 利雄 丘 

本 山岳 ガイ ド 協 会 認定 登山 ガイ ド / ノ ノース フッ トト レッ ク 
ガイ ズ 代 表 
【 同 行 区 間 】1 日 目 : 富士 スバ ル ラ イン 五 合 目 ( 吉 9) 
: 富士 スパ ル ラ イン 五 合 目 (吉田 口 ) 

親切 ・ 丁 寧 ・ 安 全 登山 を モッ トー に し て いる ガイ ド 歴 24 年 の ベテラン 
ガイ ド 。 お 客 様 か ら の 信頼 が 厚く 、 リ ピー ター の 多い 人 気 ガ イド で す 。 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


・ お 


鉢 巡 り 


富士 
銀 明 
三 
m 所 


具 


て 


(2 


どー 
| 


4 


の 


ら 
で 


山 の 山 頂部 分 (噴火 口 ) を ぐる っ と 一 周 す る こと を お 鉢 巡 り と いい ます 。 
水 ・ 山 頂 郵便 局 ・ 日 本 最高 地点 の 剣ヶ峰 (3776m) な ど 見 どこ ろ の 多い コ 
EiGM9 

要 時 間 : 約 120 分 
意 事 項 : 当 日 の 天候 及び 
雪 状 況 に より 、 お 鉢 巡 り は 
止 と な る 場合 が あり ます 。 1 
順 郵便 局 の 開局 は 例年 7 まで 開局 予定 
旬 て 8 月 中 旬 と な り 開 局 し | "アク 
いな い 場 合 が あり ます 。 ン 


富士 スバ ル ラ イン 
五 合 目 (2304m) に 
て 気圧 に 慣れ て か 
ら 登 山 を 開始 し ま 


ヶ 滝 (2270m) は 緩 
や か な 下り 坂 を 歩 
きま す 。 六合 目 
390m)、 こ こ か ら が 吉田 口 登山 道 と な り 、 七 


| 旅行 参加 条件 


京 浄 角 ま り 宙 号 請 用 固 和 題 6 パク ラマ 計 


( 当 ツア ー は 難易 度 レベ ル 5( 中 級 +) の 登山 と な り 、 ル ー ト は 変化 に 富み 、 登 山 経 | 


| 験 体力 が 必要 で す 。 


お 申込 み の 前 に 下記 注意 事項 の ご 確認 を お 願い いた し ます 。 


・ 健 康 上 に 問題 の ある 方 は 参加 を ご 遠慮 くだ さい 。( 標 高 が 高く 平地 と 比べ 酸素 が 薄い た め 。 ま た 、 天 候 . 気 温 が 急変 


する た め 。) 


・ 登 山 に お いて 、 健 康 上 に 不安 を お 持ち の 方 は 、 事 前 に 医師 に ご 相談 され る こと を お 勧め し ます 。 
・Z70 才 以上 の 方 は [ご 家族 に よる 参加 同意 書 ]」 ま た は 事前 に 医師 に ご 相談 いた だ き 「 健 康 診断 書 ] の ご 提出 を お 願い 


いた し ます 。76 才 以上 の 方 は ご 参加 を お 断り 申し 上 げ ま す 。 未 就学 児 は ご 参加 いた だ け ま せん 。 


・ 当 日 、 療 し く 装 備 の 不備 また は 健康 状態 が 不良 な 方 は 、 旅 行 参 加 自体 を お 断り また は 登山 を ご 遠慮 いた だ く 場 合 が 


ご ざい ます 。 


ご 案内 


・ ツ アー 開始 後 で あっ て も 天候 や 登山 道 等 の 事情 に より 、 行 程 * 宿 泊 個所 ・ ス ケ ジ ュ ー ル が 予告 な し に 変更 に な る 場合 
が あり ます 。 ま た 官公 庁 の 勧告 指示 * 命 令 ま た は 登山 ガイ ド の 判断 で 登山 及び お 鉢 巡 り を 中 止 する 場合 が あり ます 


の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 以上 の 場合 で も 旅行 代金 の 返金 は あり ませ ん 。 


断念 ) を し て くだ さ 
0 体調 不良 な ど で 登山 を 断念 し 、 当日 人 


体調 不良 に な っ た 場合 は SD 


理 を せ ず ガイ ド 添 S 申 し 出 く だ さい 。 具 合 に よっ て 、 休 憩 . リ タイ 


乗 員 よ り 案 内 指示 が あっ た 場合 、 従 っ て いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 


定 以外 の 山小屋 で 宿泊 また 休憩 を する こと は 可能 で す が 、 宿 泊 - 休 事 


代 は お 客 様 負担 と な り 旅行 代金 の 返金 も ご ざい ませ ん 。 ま た 、 下 リイド: 添乗 員 が 同行 で きま せん 。 
・ 富 士 山 五 合 目 よ り 上 で は 、 aa り 由 鐵 を 用 大 くだ さ い 。 宿 泊 の 山小屋 に お いて も 有 


料 と な り ます 。1 回 50 円 一 300 円 程度 


意 く だ さい 。 


・ 山 小屋 は 十分 に 睡眠 が と れ な い 場 合 が ご ざ 


・ 山 頂 の 気温 は 5 て を 下 回 る こと が 多く 五目 と の 和 温 差 が 15 て を 超え る 場合 が あり ます 。 防 寒 対策 に は 十分 ご 注 


いま す 。 ま た 、 水 は 貴重 な た め 、 水 道 や 風呂 (入浴 施設 ) は ご ざい ませ ん 。 


・ 任 意 保険 の ご 加入 を お 勧め し ます 。 詳 し く は 係員 に お 問合せ くだ さい 。 


服装 持ち 物 の ご 案内 


帽子 、 ヘ ッ ド ライ ト 、 レ イン ウェ ア ( 上 下 セ パレ ー ト )、 パ ン ツ 、 ザ ッ ク 、 登 山 潜 、 プ ロー プ 、 シ ャ ツ 、 ア ンダ ー ウ ェ ア 、 防 寒 具 、 
ソック ス 、 ザ ッ ク カ バー、 ス トッ ク 、 ヘ ル メ ッ ト 、 ビ ニー ル 袋 、 サ ング ラス 、 飲 料 水 、 マ スク 、 タ オル 携帯 充電 器 、 行 動 食 、 着 


| 普 え ー 式 な ど 


夜中 の 寒さ や 登山 道 が 
混雑 する 時 間 帯 を 避け 、 
より 確実 に 山頂 を 目指 
し ます 。 早朝 に 山小屋 前 
の デッキ か ら ご 来 光 を 


8 観賞 し た あと 、 い よい よ 


山頂 に 向け 出発 し ます 。 


目 (2700m) まで は 砂 れ き の 道 が 続き ます 。 七 合 目 (3580m) に ある 鳥居 を 越え る と 山頂 は すぐ そこ 、 
目 より 山小屋 が 点 在 し て お り 、 登 山道 は 岩場 山頂 直下 で は 険しい 岩場 の 道 が 続き ます が 、 最 後 の 苦 し 
変わ り ま す 。 登 山 で の 疲れ な い 歩 き 方 や 富士 い 道 を 乗り 越え る と 山頂 (3720m) に 到着 で す 。 山 頂 に 鎮 


言 仙 の 歴史 に 耳 を 傾け 、 高 山 植物 を 観察 し な 座 する 久 須 志 神 社 は 、 富 士 山 本 宮 浅 間 大 社 奥宮 の 未 社 


らら 、 一 歩 一 歩 慎重 に 歩き ます 。 七 合 目 で は 東 "で 、 か つて の 富士 講 登山 で は 神社 に 参拝 し た あと 、 山 頂 
お 鉢 巡り と 日 本 一 の 高 さ か 
た め の 体調 を 整え ます 。 山 小屋 前 の デッキ か ら の 眺 望 を 楽し ん だ あと は 、 ゆ っ くり と 七 合 目 ・ 東 洋館 


館 (2920m) に 滞在 し 、 翌 日 の 登頂 や お 鉢 巡り を 時 計 


ロ 


り に 一 周 し まし た 。 


最終 日 も 早朝 山小屋 に て ご 来 光 を 観賞 
こ あ と 、 眼 下 に 広がる 景色 を 楽し みな が 
ら 下 山 し ます 。 下山 後 は 温泉 入浴 施設 で 
2 日 間 の 登山 の 疲れ を ゆっ くり 癒し ま 
す 。 旅 の 締め くく り に 富士 山 世界 遺産 セ 
ンタ ー を 見 学 し 、 富 士 登山 道 の 入 口 で も 


ある 北口 本 宮 冨 士 浅間 神社 を 訪れ 、 自 然 


ぉ 夕刻 の 絶景 雲海 影 富 士 」. を 眺め る こと が へ 下山 し ます 。 夕 食後 、 天 気 が 良けれ ば 満点 の 星空 や 麓 
きる か も し れ ま せん 。 の 夜景 を 満喫 し 、 最 終日 の 下山 に 向け 体調 を 整え ます 。 


出発 日 7 月 9 日 (日 )、8 月 20 日 (日 ) 


新宿 駅 (9:00 て 10:00 発 ) = 大 月 駅 富士 山 パ ー キ ング (11:00 て 11:30 発 ) 


> 富士山 パ ー キ ング 一 (富士 スバ ル ラ イン ) 一 富士 スバ ル ラ イン 五 合 目 (2304m ノ 自 


昼食 ・ 登 


と 歴史 の 雄大 さ を 感じ る と と も に 富士 山 
信仰 に まつ わる 振り 返り を 行い ます 。 


準備 ) … く 吉 ルー ト / 約 5 時 間 (休憩 約 60 分 )〉 … 富士 山 七 合 目 (2920m) 夕刻 : 山 小屋 東洋 館 泊 


_89.000 円 


早朝 : 宿 朝食 ・ ご 来 光 観 賞 ・ 登 山 準備 、 朝 : 登 山 開 始 …〈 約 6 時 間 ( 休 憩 約 60 分 )〉… 富 
(3776m ノ 昼食) … お 鉢 巡り 〈 約 2 時 間 ( 休 憩 約 20 分 )〉 下山 92 和 き 間 30 分 (休憩 約 20 分 )〉 … 富士 山 七 


合 目 夕刻 : 山 小屋 東洋 館 泊 ( 夕 食後 は 星空 観賞 ) 


早朝 : 宿 朝食 、 ご 来 光 観 賞 ・ 下 山 準備 、 朝 : 下 山 開 始 …〈 約 3 時 間 ( 休 憩 約 30 分 )〉 … 富 


士 山 山頂 


士 ス バル ラ 
イン 五 合 目 一 入浴 施設 (登山 後 は ゆっ た り 温 泉 に 入浴 、 自 由 昼食 ) 一 富士 山 世界 遺産 セン ター 北 
本 宮司 士 浅間 神社 一 富士 山 パ ー キ ング 一 

大 月 駅 三 新 宿駅 (16:30 て 17:30 着 ) 富士 山 パ ー キ ング (14:45 て 15:15 着 ) 


[部 屋 ] 


XX 加 | 半 陣 如 | 半 X X 必 計 2 


[お 食事 ] 


※ 東 京 ・ 現 地 集合 (富士 山 パ ー キ ング ) の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新宿 駅 か ら 最終 日 新宿 駅 まで 同行 し ま 


※ 利 用 バス 会 社 : 富士 急行 また は 山梨 交通 また は 中 央 観光 また は 東 富 士 観 光 の いずれ か ※ 写 真 は 全て イメ ー 


す 。 
ジ で す 。 
っ バス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


半 個室 (風呂 無 ・ ト イレ 無相 部 屋 ※ 大 部 屋 が 
半 個室 に 仕切 られ て お り 、 滞 在 空間 は 1 名 用 で す 。 ) 


【 夕 】 味 噌 けん ちん 汁 定食 
【 朝 】 い な り 寿 司 九 当 


※ お 食事 は 2 日 と も 同じ メニ ュー で す 。 ※ 入 浴 施 設 は あり ま 
せん 。 半 個 室 の お 部 屋 に ライ ト ・ コ ユン セン ト が 付い て いま す 。 


し プ で 


プロ フチ ラフ リス ド 佐々木 洋 PA 


じ ま な み 海 道 目 然 ・ ! 歴 史 探 訪 と お 選 路 体験 3 日 間 


し まな み 海 道 計 福 由 駅 = 
因島 水軍 城 々 っ 

村上 海賊 

来島 ・ 小 島 2 

OWN 亀山 展望 公園 
松山 空港 来 鳥海 峡 ・ 

し 来島 海峡 大 橋 

aa ・ 石 手 寺 
ml 佐々 木 洋 gk 


9 NN 還 二 2Z 


間 税 た チョ ラリ リス ドド ( 記 回 の 
自然 観察 


指導 貞 、 


東京 都島 獣 保護 員 な ど 、 様 々 な 立場 で 


文化 の 大 動脈 で ある 瀬戸 内 に 
す 。 今回 上 陸 す る 小島 は 、 
ィ ド プー ル ) が 形成 され 、 多く の 水生 生物 が 生息 し ます 。 村 上 水軍 の 歴 :、 
喝 ロ マン や 日 本 の 巡 礼 区 化 と 農 か な 瀬戸 内 の 自然 に も 触れ る 旅 で す 


然 解説 者 ) ( 財 ) 


本 自然 保護 協会 


は 特色 ある 文化 と 自然 が 形成 きれ て いま 
人 迫力 ある 潮流 観察 や 自然 


6AEXJ000 


6CEXJ000 


6AEXJO0A0O 


第 岸 に は 潮 だ まり ( タ 


2 
か め 遇 の 8 己 当 是 穴 油 


然 解説 活 


開 し た 後 、 


行 区 間 】1 


リプ 回 5 ゲ デ 呈 多 


リス ト 佐々 木 洋 事務 所 」 を 設立 。 


目 : 福山 駅 3 


目 : 松山 


ご 港 


フロ の 


30 年 以上 に わた り 


然 案 内 人 と し て 、 自然 の 


展開 。 主 


ビ 朝 


IX 王 0ーU9E シネ / 


「 し まな み 海 道 」 が 走る 6 つの 島 の うち 、 


な 出演 番組 NHK" ダ ー ウ ィ ン が 来 た ! 」、 


お も し ろ さ や 大 切 さ を 伝 える 活動 を 


」 ほ か 。NHK 地 域 放送 文化 賞 受賞 。 


ー ジ アム で は 、 戦 
"ば れ 、 こ の 一帯 を 掌握 し て いた 「 村 上 水 
軍 」 に 関わ る 
れ ま す 。 (5/22 出 発 は 
と な り ま す ) 「 亀 考 山 展望 公 


時 


玉 | 


人 氏 に 海 の 大 名 と 呼 


か 


貴重 な 展示 で その 歴史 に 触 
因島 水軍 城 の 見 学 


園 」 で は 、 さ 


さき 隊長 の 


民 衣 交 


NN 当 


が かめ 


然 の 要 寒 で し た 。 全 島 が 城跡 で 重要 な 史跡 と な り 、 


IN ミア 時 6 骨 め あれ る が 島 


な ど が 残り ます 。 


東京 駅 (8:30 て 9:30 発 ) = 


05808 穴 倫 名 廊 ゆ 


「 来 島 海峡 大 橋 」、 日 本 三 大 急 
「 来 島 海峡 」 の 肖 


然 解説 と 、 世 界 初 三 連 吊 橋 
潮 の ひと つ 


流 の 絶景 が 望め ます 。 


急流 観 潮 船 に 乗り 込み 、 日 本 三 大 急 
潮 「 来 島 海峡 」 を 体験 。 当 時 の 村上 海 
賊 に 思い を 馳せ 、 そ の まま 船 は ' 小 
島 」 に 向かい ます 。 小島 は 明治 時 代 
の 海岸 要塞 が ほぼ 完全 な 形 で 残っ て 
いる 珍し い 島 。 瀬 戸 内 の 雄大 な 自然 
こも 触れ ます 。 午後 は 「 来 島 」 へ 。 来 
島 は 「 来 島村 上 海賊 の 本 拠 地 」 と な っ 
島 。 周囲 が 約 850m と 小さ いな が 


新 大 阪 駅 (11:10 て 12:10 発 ) = 


ら 、 急 潮流 に 守ら れ た 難攻不落 の 天 
檜 跡 の 石垣 、 矢 竹 、 古 井戸 


福山 駅 (12:30 て 13:00 発 ) 


来島 海 過 の 潮流 


日 本 三 大 急 清 の ひと つ 「 来 島 海峡 」 の 


最も 四国 寄り に 位置 する 大 島 へ 向かい 上 凍 W 
急流 を 間近 に 体験 し て いた だ ける 

ます 。 大 島 は か つて 能 島村 上 家 の 本 換地 NIR 

が あっ た 海賊 ゆか り の 島 。 村 上 海賊 ミュ = 生 呈 の っ 


ら 見 る 橋 く ぐり を お 楽し みい た だ 


き 、 芸 予 要塞 の 砲台 太 
「 小 島 」 に 上 陸 い た し ます 。 

m 所 要 時 間 : 約 150 分 

・ 注 意 事項 : 気象 条 件 に より 、 運 朋 
合 や 潮位 に より 急流 


が で き な い 場 


* な ど が 残る 


が 較 い 場合 が ご ざい ます 。 


上 5 ES 

0 旨 築 KKSM 人 則 は 

世界 的 に も 珍 し い 「 回 
は 五 十 一 番 札所 の 「 石 手 寺 」 の み の 遍 路 体 験 で す が 、 


あ 0 今 


ロ 


遊 型 」 の 


円 装束 ・ 


金剛 杖 ・ 輪 彰 半 を 身 に 着け 、 仁王 門 か ら 


お 通路 体 験 


1200 年 以上 も の 歴史 を 有する 四国 
遍路 を 地元 ガイ ド さ ん と 交流 を 交え 
て 体験 し ます 。 遍路 装束 を 身 に 着 
け 、 五 十 一 番 札所 「 石 手 寺 」 ま で 歩き 
ます 。 納め 札 付 で 、 ガ イド さん か ら 
参拝 作法 の 解説 も あり 安心 し て お 参 
り が で きま す 。 八 十 八 札所 の 功徳 を 
積む "お 砂 踏 み 」 も 体験 し ます 。 
= 所 要 時 間 : 約 90 分 
= 注意 事項 : 台風 や 大 雨 な どの 場合 
は 中 止 す る 場合 が あり ます 。 


原 軸 款 恩 騰 窟 寺 昌 
『 マ シド 用 洞 座 』 
参拝 ルー ト が 特徴 の 「 四 国 遍路 」 を 体験 


5 
官 立 


三重 塔 、 マ ント ラ 


油 窟 を X る 本 格 的 な 体験 で す 。 午後 は 、 現存 12 天 守 の ひと つ 「 松 山城 」 


に 向かい ます 。 


新 大 阪 駅 = 福山 駅 福山 駅 
* (5/22 出 発 ) つ 因 島 水 軍 城 (村上 水軍 の 武具 、 遺 品 、 古 文書 な どの 歴史 資料 を 展示 ) 内 
目 | (6/13、10/17 出 発 ) つ 村上 海賊 ミュ ー ジ アム (村上 海賊 に 関す る 歴史 や 文化 の 貴重 な 資料 を 展示 ) ン 

つ 旬 考 山 展望 公園 (し まな み 海 道 晴 の ビュ ー ポ イン ト は 、 貴 重 な 生き 物 も 数 多く 生息 し ます ) ユ タ 刻 : 今 治 国 

際 ホ テル 泊 ( 大 浴場 パス ポー ト 付 ) 

(日 本 三 大 急 浦島 海峡 の 潮流 を 急流 観 潮 船体 験 ) 小島 ( 芸 予 要塞 の 島 に は 、 貴 重 | = 
邊 | な 歴史 と 生き 物 が 生 候 し て いま す ) 一 下田 水 洪 つ 道 の 駅 よし うみ いき いき 会 館 ( 源 戸 内 の 新鮮 か 海 の 幸 を | 
目 | 使っ た 光電 の 昼食 ) つ 波 上 泊 潜 来 島 ( 村 上 水軍 本拠地 を 目 際 一 流 目 浜 洪 タ : 槍 山東 急 HE ホ テル | 

泊 

朝 : 宿 道後 温泉 ( 菅 笠 ・ 白 装束 ・ 金 則 杖 ・ 輸 製 疫 を 身 に 着け 、 地 元 ガ イド と 共に お 過 路 体験) … 石手 寺 ( 仁 
。 | 王 門 一 三 重 替 ご マン トラ 洞窟 な ど 見 どこ ろ を 歩き ます ) … 道 後 温泉 松山 市 内 (松山 名 物 魚 そう めん と 魚 め | 穫 
目 | し の 昼食 ) … 山麓 駅 山頂 駅 松山 城 (歴史 と 自然 を 分 か りや すく 解説 し ます ) 山麓 駅 昼 
目 | 松山 空港 っ 松山 空港 松山 空港 (16:3017:00 着 ) タ 

羽田 空港 (19:00<19:30 着 ) 伊丹 空港 (19:30 て 20:00 着 ) 

※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 東京 駅 か ら 最 終日 松山 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ア 


サ ヒ タク シー ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は お 問い 合わ せく だ さい 。 
て 船 + そ の 他 


っ バス 航 空 機 


… 徒 歩 


三 列車 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


146.000 円 | 149.000 円 


大 阪 発 | 138.000 円 | 141.000 円 
現地 発着 | 120.000 円 | 123,000 円 
ーー 要因 ーー 


[お 食事 ]【 夕 】 和 食 会 席 
【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 


[部 尾 ] 洋室 
[お 食事 ]【 夕 】 洋 食 キ ッ ト 料 理 
【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 

回 


。 困 寒 摩周 国立 公園 か ら 釧路 湿原 国立 公園 Pr mn QR 回 | 
苦 ーー - F 東京 発 還 7 す 着 |010 


久 路 川 め 源流: が ら mp 
上 本 最 の 湿原 ど だ 区 謗 化 を 旅 3 ぶ 63 日 問 


は ほ 当 DAEAJOAO 


1 女満別 空港 上 公 路 湖 ぁ 最 少 催行 人 貞 : 10 名 


国立 公園 へ 昌 周 章 
阿寒 湖 
キラ コタ ン 岬 
稚 居 村 。 ea 2 村 


釧路 湿原 
国立 公園 了 、 一! 


名 中 空港 6 宮路 人 


e 摩 后 


松尾 重 孝 k 体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 


| / イ ヌメ 民 族 の 伝統 的 な 文化 の 一 つ で ある 、 植 物 
例 の 繊維 を 利用 し て 紐 や 衣服 を 作る 、 そ の 作業 を 
実践 し 、 日 頃 の ガイ ディ ング に 活か し て いる 行 
動 派 。 タ ンチ ョ ウ の 生態 に も 詳し い 。 


【 同 行 区 間 】 | : 和 葬 半 
阿寒 摩周 国立 公園 の 特徴 で ある 「 火 山森 」「 湖 」 
「 ア イヌ 文化 」 に 加え 、 開 拓 の 歴史 に も 触れ られ 
る コー ス を 、 一 緒 に 歩い て 感じ て み ま せ ん か ? 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


釧路 川 の 源流 部 届 斜 路 湖 を 知る 。 EC 


齋藤 敬子 氏 
ト | EoM| 26 cnmtb キー 
年 」 を 開設 。 海道 認定 ア ア 時 SEE 
1 。 人 路 コ タン で 生ま れ 育 っ た ア 諾 有 資 格 者 RU 体験 (ボー s アイ ヌ ガ イ ド が ご 案内 する 
- 孤 FM「 テミル EE (Re アイ ヌコ タン 散策 と 
介 芸 品 了 4 屋 イ 介 プ 当 タダ ジ 下 n 
還 ド を 通し 地域 の 情報 発信 に 力 を 入れ て いる 。 っ アイ ヌ チ セ 見 学 


下り ます 。 


釧路 川 の 源 で ある 屈 斜 路 湖 。 南側 の 湖 内 に ョ m 乗 船 時 間 : 約 60 分 こ 
突き 出し た 和 半 島 は 地熱 で 温か く 至 る 。 ・ 意 事項 : ボ ポー ト は 6 名 乗り ・ 係 員 アイ ヌ の 人 々 が 実際 に 生活 を 営む 困 
所 か ら 温泉 が わき 出 て いま す 、 原生 的 な 森 。 が 乗船 し 操縦 し ます の で 初め て の 寒 湖 ア イヌ コタ ン と 隣接 する アイ ヌ 
に 覆 わ れ た 約 2.5Km の 探勝 路 は 多く の 木々 方 で も 安心 し て ご 参加 いた だ け ま アー ト ギ ャ ラリ ー「 オ ン ネ チ セ 」 を ア 
や 草花 、 野鳥 等 北海 道 ら し い 豊か さ に 出 会 す 。 小 雨 決行 で す が 荒 天 の 場合 中 イヌ ガイ ド が 詳し い 解 説 で ご 案内 し 
える 場所 。 半 島 の 先端 に は 火山 の 名 残 「 オ ヤ コ ツ 地獄 』 が あり 、 展 望 デッキ か 上 に 人 る 場合 が あり ます 。 二 合 的 ます < vu 

ら 噴 気 の 上 が る 様子 を 間近 に 見 る 事 が で きま す 。 EE * 所 肝 局 交 60 分 


村 短 環 圧倒 的 な 自然 を 源流 川下 り と 湿原 ノロッコ 号 で 体感 する 。 に 354 島 に 上 陸 。 
阿 守 で アイ ヌ 文 化 に 触れ る 。 天然 記念 物 指定 区 域 キ ラコ タン 岬 で 

源流 川下 り 体験 は 釧路 湿原 の 始ま る 場所 か ら ス ター ト 。 釧路 湿原 を 深 く 知る 。 
手つかず の 自然 が 残り 森 の 中 を ゆっ た り と 流れ る 源流 早朝 、 専用 の モー ター ボー ト で チュ ウ 
部 分 は 川 庶 が 見 える 位 水 が 澄 ん で お り 、 水 鳥 や 水草 ・ 魚 ルイ 島 に 上 陸 。 島内 の マリ モ 展 示 セ ン 
等 を 見 る 事 が で き マ イナ スイ オン を 全身 に 感じ る スポ ター で 神秘 の マリ モ の 生態 を 深く 知 
ッ ト 。 ま る で 水 の 上 を 散歩 する よう に ゆっ た り と 大 自然 事 が で きま す 。 その後 釧 路 湿原 の 核 

楽し む 事 が で きま す 。 壇 路 て 釧路 間 約 27kn( 乗 車 約 48 心 部 と も 言え る キラ コタ ン 岬 に 北海 
分 ) は 窓 の 大 き な 展 望 客 車 く し ろ 湿 原 ノ ロッ コ 号 に 乗 道 ア ウト ドア ガイ ド 有 資格 者 が ご 案 
車 。 車 や 徒歩 で は 入る 事 の で き な い 中 も 走る 列車 か ら は Ba4 多 0 内 、 美 し い 自然 と 雄大 な 景色 を ご 堪能 
まさ に この 列車 で し か 見 る 事 の で き な い 風 景 の 連続 、 タ 下さ い 。 釧路 湿原 が か つて 海 だ っ た 頃 
ンチ ョ ウ 等 野生 動物 が 間近 に 見 られ る 事 も あり ます 。 阿 に 岬 で あっ た 事 が 名 前 の 由来 、 そ ん な 遠い 昔 に 思い 
寒 湖畔 に 移動 し た 後 は アイ ヌ 語 で 集落 を 意味 する コタ を 馳せ な が ら 釧 路 川 と 湿原 の 旅 を 振り 返り ます 。 旅 
ン が 現存 する 、 阿 寒 湖 ア イヌ コタ ン を 現地 アイ ヌ ガ イ ド の 終わ り は 北海 道内 の ほぼ 釧路 湿原 に 生息 する 国 
の も と 散策 。 伝統 文化 を 受け 継ぎ アイ ヌ が 実際 に 生活 を の 特別 天然 記念 物 「 タ ンチ ョ ウ 」 を 見 学 。 一 時 は 絶滅 
営む 場所 や アイ ヌ ア ー ト ギャ ラリ ー「 オ ン ネ チ セ 」 で ア の 危機 に 源 し ま し た が 2021 年 に は 1500 羽 以上 確認 
イヌ の 文化 や 歴史 を わか りや すく 解説 し ます 。 2 人 2 店 必 され て いま す 。 そ の 姿 を 目 に 焼き つけ 帰路 へ 。 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


| 出発 528 昌 )、627()、7』12 ョ cx) まき 較 半 IODOE | 5700 円 
人 PH 女満別 空港 (14:00 て 15:00 発 ) 大 阪 発 175.000 円 187.000 円 
つ (美幌 只 ) つ 屈 斜路 湖 … 和 琴 半島 (原生 的 な 森 の 中 を 約 2.5km ウ オー ク )… 屈 焦 路 湖 夕刻 : 屈 人 現 寺 着 | 127.000 円 139,000 円 


路 プ リン ス ホ テ ル 泊 = 語 S 
7/12 発 上 記 代 金 に 15, 自 加 
朝 : 宿 一 釧路 川 源流 川下 り 体験 ( 屈 斜路 湖 一 みどり 橋 ま で 約 3km を ゆっ くり 下り ます ) … 宿 代 5.000 円 過 』 


宿 一 摩周 湖 ( 透 明度 の 高い 神秘 の 湖 ) 一 寺 路 駅 ニ く し ろ 湿 原 ノ ロッ コ 1 号 (湿原 内 も 走行 する 展望 客 1 日 目 屈 斜 路 プ リン ス ホ テ ル 

車 ) 釧路 駅 ・ 和 商 市 場 一 阿寒 湖畔 アイ ヌ 文 化 体験 (阿寒 湖 ア イヌ コタ ン 散 策 と アイ ヌ チ セ 見 学 ) は [部 屋 ] 洋室 

[お 食事 ] 【 夕 】 和 洋 中 ベイキング 
【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 


っ タ 刻 : あ か ん 湖 鈴 雅 ウ イン グ ス 泊 
早朝 : 宿 (モー ター ボー ト )ー チ ュ ウ ルイ 島 上 陸 ・ マ リモ 展示 セン ター 見 学 て (モー ター ボー ト )^ 宿 
朝 : 宿 一 釧路 湿原 キラ コタ ン 岬 (湿原 の 最深 部 、 太 古 の 景色 が 広がる 秘境 へ 約 45km の ウオ ー キ ング ) っ 
阿寒 国際 タン チョ ウ セ ンタ ー グ ルス (屋外 で は 通年 タン チョ ウ が 観察 で きま す )・ 有 丹頂 の 里 赤い ベレ ーー 
釧路 空港 釧路 空港 羽田 空港 女満別 空港 (14:15 一 15:45 着 ) 

羽田 空港 (16:30 て 18:15 着 ) 伊丹 空港 (18:30 て 20:00 着 ) 


2 日 目 あか ん 湖 鶴 雅 ウ イン グ ス 
園部 屋 ] 和室 又は 和室 ツイ ン 
| [お 食事 ]【 夕 】 和 洋 中 バイ キン グ 
【 朝 】 和 洋 中 ベイキング 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 羽田 空港 か ら 最 終日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バ 
ス 会 社 : 網走 観光 交通 又は 網走 バス 又は 阿寒 バス 又は くし ろ バ ス (バス ガイ ド 付 ) ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は お 問い 合わ せ 
くだ さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


6 バス ララ 航空 機 … 徒 歩 三 列 車 て 船 + そ の 他 


ーー Td 上 球 平 島 オ レレ を 通し て 気仙 沼 独 特 の 地形 と その 暮 ら GE || 


あの 日 が ら 12 年 海 と 生き る 気仙 沼 の 
Ms 


東京 発 園 WI 


東日本 大 震 災 か ら 12 年 。 長 年 海 と 宙 接 に 生き て . き た 主 陸 エ 
リア を 訪ね ます 。 三 陸 海 岸 の 庄 災 当時 ほ 思 い を 馳せ 。 復興 
の 現在 地 を 探る と と も に 、 和 気仙沼 ・ 雪 桑 半 島 の 独自 の 地形 
を 歩い て 体感 する こ と で OO 
と の 繋が り を 感じ る 旅 で す 。 


島 


aa 千葉 正樹 体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 現地 交流 * 交 化 体験 
59] ラグ ー ン ガイ ド ツ アー ズ 代 表 (2 日 目 : 午 後 ) = っ 午前 ) 


画 果 1 
ィ ィ 
ド け せ ん ぬ ま 震 災 伝承 彫 | 
【 同 行 区 間 】 
較 こ ネッ トワ ー ク 代表 諾 2 日 目 : 唐 薬 半島 オル レー 折 石 除 留 船 で 直 三陸 ・ 炎 学習 列車 
加 【 同 行 区 隊 ー いあ y ーー ーー MY 評 っ: m CB*gs 
ー 所 _ 。。、。 。。 議 気仙 沼 市 唐桑 出 身 。 気仙 沼 市 内 で の トレ ッ キ ング SS 
例 1 日 : 気仙 沼 市 東日本 大 岩 災 遺構 例 S リ ウルク テ ラジー2 が なめ Ne pa 4 っ 明 症 
調 ・ 伝 承 館 還 ガイ ド を 行っ て いま す 。 【 い で と Il LR 。 | 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 メー ie の 6 の 5 記 | 三陸 9 所 ( 有 
気仙 沼 ・ 唐 戸 羽 平 ( と ば ひら ) で 牡 鵜 住 居 駅 か ら 宮古 駅 まで 、 三 陸 鉄 道 
ュ ミ の 敵 養 殖 を 営む 畠山 さん の ご 案内 で 係  ・ 震 災 学 習 列車 に 三陸 鉄道 の 社員 の 
in 気仙 治 の 岩 炎 当 時 の 様子 、 そ の 復興 を 知る 留 船 に 乗船 。 地 元 で の 牡 六 養 将 に つ 方 と 乗車 し ます 。 民 災 当 時 の 様子 や 
岩 災 の 記憶 と 教訓 を 伝え 、 警 鐘 を 鳴ら し 続け る た いて の お 話 か ら 、 森 と 海 の 関係 性 ま 復興 の 様子 に つい て 、 車 窓 か ら 実際 
め の 施設 気仙沼 市 東日本 大 震 災 遺 構 ・ 伝 承 館 で 、 実 際 の 道具 な ど を 見 な が ら お 話 の 三陸 の 景色 を 眺め な が ら 、 お 話 を 
AOS 0 。 旧 気仙 沼 向洋 高校 は 展 を 伺い ます 。 伺い ます 。 
災 遺 構 と し て 当時 の 津波 の 跡 が 残さ れ て お り 、 案 。 "所 要 時 間 : 約 60 分 UI 


内 ガイ ド と 共に 見 学 す る こと で 、 当 時 の 状況 を よ 
リ SVN その 後 は 宮城 オル レ に つい て 
語り 部 ガイ ド と と も に 気仙 治 の 町 を 実際 に 歩き オル レ と は - 海岸 線 や 山 等 の 自然 、 民 家 の 路地 
了 海 治 い の 防潮 堤 な ど 、 EN な ど を 身近 に 感じ な が ら 歩 く 散 策 の 事 

塞 人 人 K 川 『 【 0 ーー ーーーー ーー ーーーーーーーーーー 
で 7 の の 2 


本 一 星 が き れい な 港町 ・ 気 仙 沼 の 星空 を 、 橋 の 向 “ ぐ 。。 二 
2 の 道 、 住 民 と 触れ 合え る 里 の 道 な ど さ ま ざま な ルー ト が あり ます 。 自然 と 人 


気 仰 泡 @ 届 束 間 と の 共存 を 模索 する すべ て の オル レコ ー ス が そう で ある よう に 、 宮 城 オ ル 

レ も 自然 と と も に 生き て いく と いう 思い が 込め られ て いま す 。 今回 は 気仙 沼 

凡 表 典 宮城 オル レ ・ 気 仙 沼 唐桑 コー ス を 歩き 、 唐 茎 コー ス の 一 部 で ある 4.7km の 道のり を 約 3 時 間 か け て ゆっ くり 歩き ます 。 
独自 の 地形 と その 暮らし を 知る ※ 注 意 事項 : トレ ッ キ ング シュ ー ズ ・ 雨 具 を ご 用 意 く だ さい 。 


に 。 早朝 に は 、 活 気 が あ ふれ る 気仙 治 市 魚 市 場 で ガイ 2 3 
で ド と と も に 水揚げ 風景 を 見 学 。 光 り 多 く 海 と 緑 の 三陸 海岸 治 い の 固 炎 当時 の 様子 、 


還 衣 半 委 ・ 唐 篤 を 歩く 宮城 オル レ 。 半島 先端 部 か ら ス その 復興 を 知る 

計 記 ター ト し 、 海 岸 に 沿っ て 歩く と 、 半 島 先 端 部 か ら 鵜 住居 駅 か ら 宮 古 駅 まで 約 1 時 間 、 三 陸 鉄 道 ・ 震 災 学 
蘭 5 定 2 太平 洋 を 見 渡す 御崎 岬 、 東 日 本 大 震 災 の 際 に 海底 習 列車 に 乗車 し ます 。 車窓 か ら 三 陸 の 景色 を 眺め 、 三 
か ら 打 ち 上 げ ら れ た 巨大 な 津波 石 、 唐 桑 の 漁師 が 陸 鉄 道 社員 か ら 「 岩 災 当 時 の 様子 」「 今 の 被災 地 の 状 況 
建て た 大 き な 瓦 屋根 が 特徴 の 「 唐 径 御殿 」 の 家 普 ・ 現状 の 問題 」 に つい て 現場 の 声 を 聴き ます 。 宮 古 で 
みな ど 、 独 自 の 地形 と 文化 を 体感 する こと が 出来 "三陸 鉄道 を 下車 し た 後 は 、 北 上 し 宮古 市 ・ 田 考 地 
ます 。 を その後 は 、 係 留 船 に 乗り 、 地 元 漁師 の 方 か | へ 。 東日本 大 震 災 で 大 き な 被 害 を 受け た 田 考 地 区 の 
ら 牡 蓄 養 殖 に つい て お 話 を 伺い ます 。 実際 の 生活 波 遺 構 「 た ろう 観光 ホテ ル 」 を 訪れ 、 避難 道 や 防潮 堤 を 
に 根付 いた 牡 養 殖 に つい て 学ぶ こと で 、 海 と 生 歩き な が ら 防 災 に つい て 学び 、 海 と 生き て いく 三陸 の 
きる 気仙 沼 を より 一 層 体 感 で きる で し ょ う 。 旅 を 締め くく り ま す 。 


較 


TH 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 | 138.000 円 | 149.000 円 


東京 駅 (10:00 て 11:00 発 ) = 新 大 阪 駅 (7:00ー8:00 発 ) = 京都 駅 一 ノ 関 駅 (12:00 一 13:00 発 ) 
大 宮 駅 ニー ノ 関 駅 ー 名 古屋 駅 = 東京 駅 ニー ノ 関 恥 大 発 |] 166,000 円 | 177,000 円 
つ 気 仙 沼 市 東日本 大 震 炎 遺 構 ・ 伝 承 館 ( 旧 気 仙 沼 向洋 高校) 海 沿い の 防潮 堤 な ど 語り 部 と 共に 1 時 間 程 度 現地 発 着 | 113.000 円 | 124,000 円 
の プロ グラ ムー タ 刻 : サ ンマ リン 気仙 沼 ホ テル 観 洋 泊 ( 夕 食後 は 大 島 亀 山 で 星空 観賞) 6 8 


(朝食 前 に 宿 より 徒歩 に て 魚 市 場 見 学 ) 午前 : 宿 唐桑 半島 ・ オ ルレ スタ ー ト 地点 … 御崎 神 社 … 御 崎 岬 ( 唐 サン マリ ン 気 仙 沼 ホテ ル 観 洋 
桑 半島 の 先端 の 絶景 スポ ッ ト ) … 神 の 倉 の 津波 石 (東日本 大 震 災 の 際 に 海底 か ら 打 ち 上 げ ら れ た 巨大 な 石 ) | 萌 まき 3 
… 弥 右 衛門 坂 … 棒 の トン ネル … 唐 生 御 殿 の 家並み … バ ス 乗り 換え 特 英 養殖 体験 折 石 (三陸 復興 国立 | 昼 を 
公園 の 景勝 地 。 高 さ 16 メ ー ト ル の 大 理 石 の 石柱 「 折 石 」 は 1896 年 の 大 津波 に よっ て 先端 が 折れ た こと か ら こ 夕 
の 名 が 付い た ) 夕刻 : 同 宿泊 
( 海 の 市 や お 魚 いち ば な ど で ご 自由 に 海 の 幸 の お 買い 物 ) 午 前 : 窒 > 弟 住 居 = 三陸 鉄道 ・ 岩 災 学 習 列車 (三陸 [部 屋 ] 和室 
鉄道 社員 が 語る 「 震 災 当 時 の 様子 」「 今 の 被災 地 の 状 況 ・ 現 状 の 問題 ) = 宮古 田 者 地区 ( 旧 た ろう 観光 ホ | 朝 | Wi | 海 魚 和 食 モ キッ トメ ニ 
テル や 防 清 堤 な ど 防災 ガイ ド の 案内 で 津波 半 構 など 見 学 ) 時 本 人 
= 岡 空港 ラ 16:00 て 17: X ッ ト メ ニュ ー+ ハ ー フ バイ キン 
SN Ss SN ID iuA200(// ※ 外 壁 補修 工事 に より 、 客 室 及び 大 浴場 か ら 


皿 加 い 


則 用 
M 


し 20 に 学 lsammeei 


皿 加 の 


に あ 空 :00- ン と 20 : 
東京 駅 (18:3020:00 着 ) 伊丹 空港 (19:00-20:00 着 ) 生還 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 伊 及 空 港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 岩手 県 交 了承 くだ さい 。 MP 
通 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


つっ バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 ニ 列車 て 船 + そ の 他 7 


08 く と を 2 現代 に 0 ちく 山岳 信人 に 触れ る 六 請 識 
> 中 


羽黒 UM を 交わ り の 旅 


AT II 世 作 の 中 中 を oo 


地 計 6CECJOA0 


東京 発 


山寺 観光 ガイ ド 


【 同 行 区 間 】3 日 目 : 宝珠 山 立石 寺 


間 】2 : 出羽 三山 神社 
ト が 山頂 各所 を 詳し く 案 内 いた し ます 。 


月 山 八 合 目 弥 陀 ヶ 原 ガイ ド 


( き |) 洋 やき 
叶 
革 
SS 


( き 1) う 番 ヽ さき 


すま か ら 生 の 芝 ま で の 人 のち 繊 。 < 最上 川 苗 焦 ラ イン 舟 下り ・ 地 域 農家 さん と の 交流 ・ 
ーー さく らん ぼ 狩 り 又は 

ぶどう 狩り 体験 

ず 。 


を 登り な が ら 、 山 寺 の 歴史 的 、 文 化 的 背 
景 を ご 案内 いた し ます 。 


【 同 行 区 間 】2 : 月 山 弥 陀 ヶ 原 


月 山 山麓 に 住み 、 弥 陀 ヶ 原 の 自然 を 知り 尽く し  ※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が 
た ガイ ド が ご 案内 いた し ます 。 あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


ガ 
イィ 
トド 
四 
例 


苗 薦 の 足跡 を た どり 、 そ の 心 に 触れ る 


農家 の 皆さま と の 交流 を 終え 、 苗 


焦 が 1689 年 (元禄 2 年 ) に 清川 に 向 IONAU We まかせ 、 船 上 か は ) 
け て 舟 で 下っ た 乗船 の 地 を 見 学 し ら の 景色 を 楽し め ま す 。 間 薫 も 旅 し らんど 
た 後 、 最 上 川 を 下り ます 。 最上 川 た 本 | は まる で 水墨画 の よう な 景 フル ー ツ 王国 山形 県 で 、 そ の 季節 に 
を 下る 前 、 苗 薦 は 「 さ みだれ を あつ 色 が 広がり ます 。 貸切 に し た 船内 で 合っ た 果樹 園 を 訪れ 、 美 味 し い 果 物 
め て すず し も が み 川 」 と 詠み 、 本 合 は 、 船 頭 の 舟 唄 を 聞き な が ら 昔 葉 に の 選び 方 を レク チャ ー い た だ きま 
海 か ら 急 流 を 自ら 下る と "五月雨 。 思い を 馳せ ます 。 す 。 
を あつ め て 昌明 上川 と 必 の ま "所 要 時 間 : 約 60 分 75 発 : さく ぐら ん ぼ 狩 り 
3 す 。 同 じ 場 所 を 訪れ る こと に より = 注意 事項 : 強風 に より 運航 が で き 977 発 : ぶ どう 狩り 
齋 脇 間 計 最 衣 加奈 舎 功 蘭 の 心情 に 迫り ます 。 な い 場 合 が ご ざい ます 。 m 所 要 時 間 : 約 30 分 
古く か ら の 修験 道 の 地 を 巡る 葉 王 動 | 語 る な か れ 、 『 0 
湯殿 山 語 と 山寺 を 巡る 


最終 日 は 「 未 来 の 世 を 表す 山 」 湯 殿 
へ 。 出羽 三山 の 奥宮 と され た 湯殿 
は 「 語 る な か れ 、 聞 く な か れ 」 と 戒め 
られ 、 古 来 より 「 湯 殿山 で 見 聞き し た 
間際 回 50(SMUNIU703UN 間 
それ に つい 問い IS II が WIG 
いう 搾 が あり ます 。 裸足 に な り 、 お 了 
い を 受け た 後 、 温 泉 の 湧き 出る 巨岩 
の 御 神体 を 参拝 し ます 。 旅 の クラ イ 
マッ クス は 、 松 尾 苗 焦 も 訪れ た 古 刺 
・ 立 石 寺 (山寺 ) を 地元 ガイ ド さ ん と 
ゆっ くり と 参拝 。 奥 の 院 に 至る 1.015 
段 の 参道 は 苔むし た 老 杉 に 覆 わ れ 、 
句碑 や 板 碑 、 多 く の 堂 塔 が 並び ます 。 


己 み コウ キス ゲ が 江 き 8 朋 る 
eiW 昌 人 崩山 の 合唱 中 " 陀 め 3 原 %7 月 り 


田 


交 届 間 の 測 建 細 伝 ね まる 


2 日 目 は いよ いよ 東 の 奥 参り "生ま れ 変わ り の 旅 」 が 始ま り ま す 。 バ ス は 
「 現 在 の 世 を 表す 山 」 羽 黒山 へ 。 随 神門 か ら 杉 並木 を 抜け 、 国 宝 の 五重塔 
を 見 学 。 そ の 後 、 バ ス で 三 神 合 祭 殿 へ 向かい ます 。 頂 上 で は 山伏 の 詳し 
い 案 内 が あり 、 修 験 道 の 世界 を 身近 に 感じ ます 。 斎 館 ( 旧 華 蔵 院 ) で の 精 
進 料理 の 昼食 も 楽し み で す 。 午後 は 過去 の 世 を 表す 山 」 月 山 へ 。 高山 植 
物 が 咲き 乱れ 、 木 道 が 整備 され た 歩き や すい ボー ドウ ォ ー ク で 月 山 八 合 


目 弥 陀 ヶ 原 を 散策 し ます 。 天気 が 良けれ ば 月 山神 社 が 知 拝 で きま す 。 


旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 


出発 日 7 月 5 日 ( 水 )、9 月 7 日 ( 相 ) 

東京 駅 (7:30-8:30 発 ) = 山形 駅 伊 往 空港 (7:30~8:30 発 ) ラ 山形 駅 (11:00 て 11:30 発 ) 142,000 円 145,000 円 
山形 空港 つ 山 形 駅 に 大 阪 発 
つつ ー チ ェ リ ー ラ ンド さ が え (山形 名 物 を ふん だ ん に 使っ た 昼食 ) つ 7/5 発 : さ くら ん ば ぼ 狩 り 体験 又は 977 発 : | 纏 現地 発着 | 123.000 円 126,000 円 
ぶどう 狩り 体験 っ 功 念 乗船 の 地 ( 功 焦 と 箇 良 に 思い を 馳せ ライ ン 下 り へ ) つ 古 ロー 最上 峡 童 薦 ライ ン | 夕 明寺 
(水墨画 を 思わ せる 最上 川 の 絶景 )〉 て 草 区 一 夕刻: 東京 第 二 ホ テル 鶴岡 泊 9/7 発 記 回 % 
上 記 代金 に 18,000 円 追加 

朝 : 宿 つ 羽 黒山 で 現世 の 幸せ を 祈る ( 随 神 門 … 五重塔 = 出羽 三山 神社 (山伏 案内 ) … 三 社 合 祭典 (団体 祈 補 ) ー 
… 斎 館 (精進 料理 の 昼食 ) … 資料 館 (自由 見 学 ) 月 山 で 死後 の 安楽 と 往生 を 祈る (月 山 八 合 目 弥 陀 ヶ 原 散 
策 (7/ 月 は ニッ コウ キス ゲ 、9 月 は エゾ オヤ マリ ンド ウ が 咲き 誇り ます ) … 月 山中 の 宮 ( 参 拝 ) っ 夕刻 : 同 宿泊 


朝 : 宿 一 湯殿 山神 社 で 生ま れ 変 わり を 祈る (大 鳥居 く 本 宮 参 拝 バ スッ 御 所 … 本 宮 ( 参 拝 ) 一 山寺 (名 物 
そば と うど ん の 合い 盛り の 昼食 の 後 、 山 寺 参 拝 。 根 元 中 堂 … 宝物 殿 … 山 門 … せ み 塚 … 仁王門 … 奥 之 
院 … 開 山 堂 ・ 納 経堂 … 五大 堂 を 地元 ガイ ド さ ん と ゆっ た り 巡 り ま す ) 一 
山形 空港 錠 山 形 駅 山形 空港 ラ 山形 駅 (16:00 一 16:30 着 ) 
東京 駅 (19:00 一 20:00 着 ) 伊丹 空港 (19:00 一 19:30 着 ) 
※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 山形 駅 か ら 最 終日 山形 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 
社 : 山 交 バ ス ※3 人 1 室 の 設定 は あり ませ ん 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


8 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 列車 船 ++ そ の 他 


皿 ロ ー 


皿 岬 い 


東京 第 二 ホ テル 鈴 岡 


[部 屋 ] 洋室 
| [お 食事 ] 
訳 【 和 中 折 夷 又は 洋食 キッ 


トメ ニュ ー ※ 選 べ ま せん 


【 朝 】 和 洋 バ イキ ン ク 


x 大 避 |Y 舌 如 


皿 加 の 


ミー エー 


を 詞 議 詳 語 2 
数 多 の 参拝 者 を 引き 寄せ た 聖地 の 歴史 的 背景 を 学び き 信仰 が 形 づ く っ た 景観 を 知る 


正 休 座 130 年 特別 人 開 | 熊野 本 宮 大 社 件 垣 内 | を 参拝 


Nm ーー 放 当 6CERJ000 


6AERJ000 


上 時 語 道 を 歩く 3 日 間 軒 


計 jNGHBNAYGHU 


まま 衣 DAERJOAO 

電 1 紀伊 山地 は 神 語 の 時 代 か ら 神々 が 鎮 ま る 特別 p 最 少 催行 人 貞 : 10 名 

な 地域 と 考え られ て お り 、 紀 伊 山地 の 霊場 で ーー ギ 

みろ る "角野 三山 で は 、 神 衝 ・ 仏 教 ・ 修 胞 な 和央 県 へ 

きき 多様 な 信仰 の 形態 を 生み 出し ま (0 閉 二 。 半生 』 熊野 本 宮 大 社 

時 き 。 を 事前 に 生計 し トイ 拉 そ シム 人 

語 道 」 を 歩く こと で 、 日 本 の 宗教 ・ 文 化 の 発展 四 2 く 

に 影響 を 与え た 背景 を 学び ます 。 現 地 で は 全 ー .- 2 

行程 ガイ ド 又 は 案内 人 が 同行 し ます 。 | 南浜 人 二 由衣 


那智 山 青 岸 渡 寺 ! 三 


の 寺 と 那 知 の 大 滝 (写真 提供 経 公益 視 団 法 斉 和 歌 山県 観光 連盟 ) 


西浦 康 代 兵 

熊野 本 宮 語り 部 の 会 ・ 熊 野川 川 朋 下り 語り 
部 の 会 ・ 新 宮 市 観光 協会 所 属 
【 同 行 区 間 】2 日 目 : 発 心 門 王 チー3 日 目 :  * 川 の 参 語 道 を 体験 多野 川邊 り 。 
征 の 宮 王 子 ・ に < 

浜 の 宮 王 子 ・ 補 陀 洛 山寺 まで Es 
生ま れ 育っ た 熊野 を 案内 し て 18 年 。 熊 野 か ら 新 宮 市 まで ガ ACE 
イド の スペ シャ リス ト と し て 幅広 く 活躍 し 現在 に 至る 。 IT 


加藤 恵美 代 g 


熊野 比丘 尼 が 使用 し た 明 茶 
維 図 は いく つか 種類 が あ 
り 、「 熊 野本 宮 参 語 曖 3 術 
」 を は じ め と し た 4 種 の 曖 


ガ | 
記 
紹 
外 


2 ム ー 図 
人 り 才 の 人 夫 導 図 を 解説 し ます 。「 衣 
0 野本 宮 参 語 胡 共 図 」 は 本 
1 日 目 : 野 参 放 絵解き 全長 約 16km の 熊野 川 を 下る 「 川 の 参 語 道 」 を 体験 1 - 


に 置き 、 そ こ へ 至 


T ヽ 語り 普 滞 5 | oO 寺 
地元 出身 で 熊野 本 宮 語 り 部 の 会 発足 当初 か ら 活躍 。 副 会 長 ” 。 AN 昌和 OO 参 語 道 を 、 名 所 旧 や 時 


還 と し て 後 章 の 育成 に も 力 を 注ぎ 、 会 の 発展 に 尽力 し て いる 。 。 注意 事項 : 十 具 を ご 持参 くだ さい 。 湯 水 ・ 井 和志 し て いま す 。 
※ 都 合 に 肖 ガ イド が 変更 と な る 場合 が > 2 の " 旨 昌 所 要 時 間 : 約 120 分 (世界 遺産 熊野 本 宮 館 展示 説明 含む 
が きか が ござ いま す : 


熊野 比丘 尼 の 布教 活動 を 体感 する 正 遷 座 130 年 特別 公開 | 熊野 本 宮 大 社 御 垣 内 」 を 参拝 
ー 熊野 比丘 尼 と は 、 戦 国 時 代 か ら 江戸 時 代 に て 2 日 目 の 「 熊 野 参 語 道 中辺路 トレ ッ キ ング 」 に て 訪問 一 

か け て 、 熊野 三山 の 修復 資金 の 寄進 集め や 、 
箇 野 へ の 参拝 者 誘致 を 目的 に 、 全 国 を 渡り 
歩き 絵解き を し た 尼僧 比丘尼 」 で す 。 今 区 
は 無 野比 丘 尼 が 使用 し て いた 牙 奈 絞 を 用 
いて 布教 活動 を 実際 に 体験 し 、 翌 日 の 上 野 
参 語 道 ・ 申 辺 路 トレ ッ キ ング へ の 理解 を 深 
め ま す 。 


に 2IUG き 


「 放 野本 宮 大 社 は 「 捧 革 辿 記 」 な ど に 紀元 
前 33 年 旧 社 地 大 斎 原 に 社殿 が 創建 され た 
と 記さ れ て いま す 。 明治 22 年 に 発生 し た 
十津川 大 水害 に より 社殿 の 一 部 が 流失 

明治 24 年 に 現在 の 地 に 移築 遷座 し ま 
58 今回 は 正 遷 座 130 年 を 記念 Se、 当 
48sZA の ご と が で き な い 御 二 内 で 、 熊野 


熊野 本 宮 大 社 証 誠 殿 (神門 より ) 


困 弟 IA の 大 神様 を 間近 に 感じ る こと が 出来 ます 。 
か つて の 参 語 者 と 同様 ルー ト で 諸 る 熊野 語 を 体験 靖 和 ho 引 は 
92 550 平安 時 代 に は 多く の 貴族 が 2 自然 上 拝 の 象徴 「 那 智 の 大 滝 」 で 
野本 宮 大 社 を 参 語 し まし た 。 その 後 は 「 川 の 参 生命 の 息吹 を 感じ る 


語 道 」 と 呼ば れる 熊野 川 を 舟 で 下り 、 新宮 に あ 
る 熊野 速 玉 大 社 へ 向かい まし た 。 今回 は 当時 
と 同じ コー ス で 歩み を 進め ます 。 今回 歩く 「 発 
心 門 王子 て 熊野 本 宮 大 社 」 は 熊野 参 語 道 で 代 
表 的 な ト レッ キン グ コ ー ス で す 。 トレ ッ キ ン 
グ コ ー ス や 舟 下 り は か つて の 面影 を 色濃く と ど め て お り 、 語 り 部 が 歴史 や 名 
所 ・ 上 旧跡 を ご 案内 し ます 。 
[服装 ・ 装備 に つい て 】 動 きやすい 服装 、 ウ ォ ー キ ング シュ ー ズ 、 ザ ッ ク 、 飲 料 、 雨 具 ( カ ッ 
パ が お すす め )、 常 備 薬 ( 必 要 な 方 )※ 不 要 な 荷物 類 は バス 車内 に 置い て お く こ と が で きま す 。 


最終 日 は "熊野 速 玉 大 社 」「 熊 野 那智 
大 社 ・ 那 劉 山 青 岸 渡 寺 」 を 訪れ 、 熊 
野 三山 全て を 参拝 し ます 。538 段 の 
石段 を 登り 切っ た 先 に ある 巨石 ゴト 
ビ キ 岩 を 御 神体 と する ' 神 倉 神社 」 
や 、 信 仰 の 対象 と し て あがめ られ た 
"那智 の 大 滝 」 な ど を めぐ り ま す 。 熊野 語 の 最終 地点 に た どり 着い た 参議 者 
達 も また 、 圧 倒 的 な 自然 の エネ ルギー に 神 の 存在 を 重ね た こと で し ょ う 。 


に 語 eweer 加 市 光る) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 6 月 4 日 (日 9 月 1 1 日 (月 ) 


羽田 空港 (11:30 一 12:30 発 ) 成 天王 寺 (10:15 一 11:15 発 ) = 白浜 駅 (12:30 一 13:30 発 ) 


調 了 2 人 1 室 1 人 1 室 | 
142.000 円 149,000 円 


125.000 円 132.000 円 


] | 南紀 自 浜 空港 邊 浜 X 
上 つ 世界 遺産 熊野 本 宮 館 (熊野 参 語 時 茶 紀 絵解き 熊野 参 語 の 変遷 な ど 展示 物 を 用 いて 解説 ) つ タ ー し 116,000 円 123.000 円 
刻 : あ づま や 泊 ( 温 泉 を 使用 し た 料理 が 自慢 の 宿 ) あづま や 
朝 : 発 由 チ ( 誠 野道 中 辺 路 ト レ 2 ・ 水 奏子 … 三軒茶屋 跡 (展望 台 経由 ) | [部 屋 ] 和室 (風呂 無 ・ ト イレ 付 ) 
邊 其 殿 王子 … 熊 野本 宮 大 社 ( 下 軍 座 130 年 特別 公開 御 寺 内 参拝 ) … 大 斎 原 っ 道 の 駅 ' 洛 峡 街 熊野 [お 食事 ] 【 夕 】 和 食 会 席 【 朝 】 和 定食 
目 | 川 」ーーーー 熊 野川 舟 下 リ ーーーー「 熊 野 速 玉 大 社 」 近 く の 権 現 河原 ( 約 90 分 間 の 川下 り を 体験 ) 一 
タ 秘 : ホ テル な ぎ さ や 泊 ( 鐘 浦 六 の 入江 に 面 し た 義 郊 な ホテ ル ) ea 


朝 : 宿 一 熊野 速 玉 大 社 神 含 神社 (98 段 の 石段 を 上 る ) 大門 坂 (大 門 坂 ・ 那智 の 滝 ハイ キン グ ) 
熊野 那 智 大 社 ・ 那 知 山 青 岩 渡 寺 ・ 那 智 の 大 滝 (落差 日 本 一 の 名 ) 浜 の 宮 王 子 ・ 補 蛇 洛 山寺 っ 

南紀 自 浜 空港 邊 折 = 白浜 駅 (17:00 て 18:00 着 ) 

羽田 空港 (19:00 て 20:00 着 ) 天王 寺 (19:00 一 20:00 着 ) 

※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 洲 乗 員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 中 紀 バ パス ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


つ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


ホテ ル な ぎ さ や 
[部 屋 ] 和室 (風呂 無 ・ ト イレ 付 ) 
[お 食事 ] 【 夕 】 和 食 会 席 【 朝 】 和 定食 


中) 大 


皿 加 の 


10 っ つ バ ス ララ 航空 機 


日 本 列島 形成 の 歴史 や 地球 の 活動 が 生み 出し た 様々 な 景観 の 概要 を 学ぶ 


山際 海 大 ジ 


OK s さ 地球 の 歴史 を 感じ る 3 日 間 


山陰 海岸 
オバ パー クト レイ ル の 海 沿い の 長い 


- き な が ら ガ イ の 条 誠 を 授 も で 


ジオ パー ク 


: が 発達 し 


目 か 3 た 砂 に 


より 形成 され た 砂丘 の 2 つ 
が ら の 地形 は 様々 な 岩石 か ら 成り 立っ て お り 、 

っ 人 は 特質 な 地形 が 随所 で 見 られ ます 。 = 下 険 i 

防 浜 や 小高 む 山 な ど 3 つ の コー ス を 歩 = 

皇 地 の 化 = 歴 喝 に = も 触れ : る 放 ど ナー 


海域 と 一 体 と な っ た 変 


衝 岸 ジニ 


田淵 直人 竹本 剛 兵 
一 般 財団 法人 自然 公園 財 濱田 嘉 之 gk 
ガ 上 半 | - いわ み ガ イド クラ ブ 所 属 ノ うら ど め 号 
岸 ジ オ パ ー ク 認定 ガイ ド 証 山陰 海 央 ジ オ パ ー ク 認定 ガ ク う ら ど と め 号 
引 時 イド 清 富 海岸 は 
介 【 同 行 区 間 】 介 【 同 行 区 間 】 2 日 目 : 山陰 海 その ダイ ナ 
1 日 目 : 烏 取 砂丘 ナイ ト 施 岸 ダ グ オ パー ク ・ ト レイ ル ②、 3 ミッ ク な 景 
例 ツア デー、2 山陰 海岸 開 日 目 : 山陰 海 同 ヅ プ オ パー ク ・ ミ 0 
ご ジオ バー ク ・ ト レイ ル ① 貞 トレ イル ③※ ガ イド 2 名 同行 観 か ら 「 山 
鳥取 大 学 で 地形 地質 を 専攻 し 、 鳥 取 砂丘 を 研 較 島 取 県 岩美 町 の 自然 ・ 文 化 ・ 歴 史 な どの 多 力 陰 の 松島 」 
究 。 砂 丘 ガ イド 歴 は 11 年 に 及び ます 。 を わか りや すく ご 案内 いた し ます 。 と も 呼ば れ 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 て いま す 。 
罰 小型 船 に 乗 
り 、 目 の 前 


面 還 葵 さま ざま な 角度 か ら 鳥 取 砂 丘 の 理解 を 深め る 

ー セ ンタ ー を 訪れ 、 
砂丘 に 関す る 様々 な 展示 や 映像 を 見 な が ら 
ガイ ド に よる 案内 を 通し て 、 翌 
レイ ルウ ォ ー ク へ の 期待 感 を 高め ます 。 夕 食 


民 除 届 
必 少 あー シー 


凡 天 葵 隣り 合う 砂浜 海岸 と 岩石 海岸 を 歩き 、 


は じ め に 鳥取 砂丘 ビジ タ 


それ ぞ れ の 特徴 に 触れ る 


が 他 の 
柱 な ど 
らし に も 触れ ます 。 【 ト レイ ル ②⑫】 午 後 は 騙 馳 


自然 の 造形 美 を 楽し みな 


山 は 日 本 海 に 直 


耶 域 の 砂丘 に は な い 特 徴 で 、 


する 高 さ 314m の 山 で 、 
れ た 海 食 崖 を 持つ 岩石 海岸 作り 出し て いま す 。 


失 家 を お 楽し みく 人 

m 所 要 時 間 : 約 50 分 

= 注意 事項 : 気象 条件 に より 、 運 航 が で き 
な い 場 合 が ご ざい ます 。 ま た 、 状 況 に よ 


日 に 控え る ト 


6AEVJ000 


6CEVJ000 


6AEVJOAO 


現地 交流 ・ 食 文化 体験 
(3 日 目 : 午 後 ) 


* と うふ ちく わ づ く り 体験 


か つて 漁港 の 開発 が 遅れ て い 


た 鳥取 で は 、 魚 は 区 沢 な 食べ 
物 で し た 。 質素 ・ 僕 約 か ら 生 
まれ た 江戸 時 代 か ら 続く 鳥取 
の 食 文化 「〔 と うふ ちく わ 」 の 歴 
史 や 製造 工程 を 学ん だ あと 、 


と パッ り 大 型 遊 覧 船 で の 運航 と な り ま す 。 水 し で きた て の 手づくり ちく わ を 
TP EN ぶ き が か か っ た り 、 雨 天 の 場合 濡れ る 可 ご 賞味 くだ さい 。 
0 能 性 が あり ます 。 * 所 要 時 間 : 約 50 分 
取 砂 丘 ナ イト ツア ー へ ご 案内 し ます 。 
多様 な 海岸 地形 か ら 
日 本 列記 形成 の 成り 立ち を 導 ど 

山陰 海岸 ジ ヅ オ パー クト レイ ル の 2 つの コー 最終 日 は 見 どこ ろ 満 載 の 浦 富 海 岩 

ス を 歩き ます 。 【 ト レイ ル (①】 鳥 取 砂 丘 は 決 の 絶景 を 海 と 陸 の 両方 か ら 坦 能 

し て 広 さ が 日 本 で は あり ませ ん が 、 砂 が ます 。 浦 富 海岸 島 めぐ り 遊 覧 で 

動き 、 砂丘 の 成り 立ち が 読み 取れ る こと 、 は 、 小 型 船 に 乗船 し 、 遊 臣 腔 で は 

特有 の 地形 や 動植物 が 見 られ る こと 、 高 低 通れ な い 狭 い 航路 を 通り 日 本 海 の 

差 の 大 き な 砂 丘 列 が 認め られ る こと な ど 荒波 に よっ て 削ら れ た 海 食 崖 や 海 


の 天然 記念 物 に 指定 され 


が ら 、 砂 丘 の 飛 砂 と 戦い な が ら 生き て きた 人 々 の 暮 
] の 勾配 の ある 山道 を 歩き ます 。 馳 
日 本 海 の 荒波 に よっ て 、 


展望 休憩 所 か 


キョ ウ 畑 、 天気 の 良い 日 は 遠く 大 山 を 見 渡す こと が で きま す 。 また 、 砂 浜 海 央 


石 海岸 が 隣り 合う 、 山 陰 海 岸 の 


特徴 が 見 られ る ルー ト で す 。 


て いま す 。 風紋 や 砂 


その 北部 が 侵食 さ 
ら は 鳥取 砂丘 や ラッ 
と 央 


歴史 を 体感 し まし ょ う 。 


食 洞 門 な ど 変化 に と ん だ 大 人 迫力 の 
景観 を 間近 に 船長 が 生 の 声 で ご 案 
内 し ます 。【 ト レイ ル ③】 トレイル 
ョ ドジ <7@8 
海 食 地 形 と 透明 度 の 高い 青い 海 と の コン トラ スト が 見 どこ ろ 。 ア 
ン に 富む 岩場 、 山 道 、 砂 浜 を 歩き な が ら 望 む 海 岸 地 形 の 多様 さか ら 地 球 の 


\ 高 い 山の上 か ら 見 る 


2 の / 


[服装 ・ 装 備 に つい て 】 動 きやすい 服装 、 ウ ォ ー キ ング シュ ー ズ 、 ザ ッ ク 、 飲 料 、 上 下 セ パレ ー ト の 雨 衣 な ど ※ 不 要 な 荷物 類 は バス 車内 に 置い て お く こ と が で きま す 。 


東京 駅 (8:00 て 9:00 発 ) = 
新 大 阪 駅 = 鳥取 駅 


皿 ロ ー 


出発 日 4 月 19 日 水 )、5 月 2 5 日 ( 木 ) 、6 月 5 日 (月 ) 


新 大 阪 駅 (11:00 て 12:00 発 ) 
明石 三 姫路 鳥取 駅 


ニテ 三ノ宮 = 


出発 地 


大阪 鳥取 駅 (13:30 て 14:30 発 ) 


> 


鳥取 砂丘 ビジ ター セン タ 
作る 
朝 : 宿 一 山 
約 180 分 ・ 高 低 差 約 70m) … 
遊覧 船 乗 
朝 : 宿 一 冒 
ます )… 山 
150 分 ・ 


鳥取 駅 = 新 大 阪 駅 
東京 駅 (22:00 て 22:30 着 ) 


皿 加 い 


皿 加 の 


民芸 品 ) ユタ 刻 : ホ テル モナ ー ク 鳥取 泊 ( 早 め の タ 
陰 海 央 ジオ パー ク ・ 
山陰 海 央 ジオ パー ク ・ 
場 / 約 3.5km・ 約 180 分 ・ 
険 ク ルー ジン グ う ら ど め 号 (遊覧 船 で は 通れ な い 狭 い 航路 を 通り 、 
陰 海 賑 ジ オ パ ー ク ・ 
高低 差 約 90m※ 行 程 の 最後 に 約 200 段 の 階段 を 上 上 り ま す ) 一 と うふ ちく わ づ くり 体験 つ 


(館内 ガイ ド ツ アー) … バ リン 


食 、 タ 


トレ イル ①( 鳥 取 秒 


高低 差 約 230m※ 勾 


古 ビジ ター 
トレ イル ②( 岩 戸 海岸 いさ 
配 の ある 山道 を 歩き ます ) っ 夕刻 : 同 


DE 
119,000 円 
89,000 円 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


121.000 円 
91.000 円 


まう き 作 り ( 砂 丘 植物 ケ カ モノ ハシ の 根っこ で 


77,000 円 


79.000 円 


食後 は 鳥取 砂丘 ナイ ト ツ アー へ ご 案内 ) 

り び 広場 / 約 7km・ 
富 海 岸 島 め ぐり 
宿泊 


洞窟 や 水深 の 浅い 入江 に 入り 


セン ター~ 岩 戸 海岸 いさ 
り び 広場 当 


層 障 迷 | 層 了 大 ※ 


トレ イル ③( 浦 富 海岸 島 め ぐ 


鳥取 駅 = 姫路 三 明石 


り 遊 覧 船乗り 場 一 城 原 海岸 駐車 場 / 約 4km・ 約 


[部 屋 ] 洋室 


x 舌 半 


三ノ宮 三 鳥取 駅 (16:00 一 17:00 着 ) 


大 阪 = 新 大 阪 駅 (19:00 一 20:00 着 ) 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で 
※ 利 用 バス 会 社 : 日 本 交通 


※ 写 真 ( 


す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終 


東京 駅 まで 同行 し ます 。 


は 全て イメ ー ジ で す 。 
て 有 船 


+ そ の 他 


バイ キン グ ※ 選 べ ま せん 


[お 食事 ] 【 夕 】 和 食 会 席 
【 朝 】 和 洋 ハ ー フ バイ キン グ 又 は 


中 大 


東京 発 国字 AI 


本 - 大 阪 発 


欠 軸 庄 島 の 分 く を 26 る 日 


Es 


ーー の の 5 海洋 性 気候 の 島 風 


群 。 窒 在 の 人 ン ロ な る 西表 島 は 数 多く の 固有 種 が 生息 する 
qa と か の 東洋 の 才 有 パゴス と も 呼ば れ て いま す 。 こ の 旅 で は 

希 光 な 動植物 に 出会う と と 6 に 消 減 し た 集落 と 現存 する 集落 
を 訪れ 、 様 々 な 体験 や 交流 を 通し て 人 々 の 暮らし に 触れ 、 自 
然 と の 共生 、 い か に し て 自然 が 守ら れ 世 界 遺産 登録 に 下っ た 休 富 島 
か を 紐 解 き ます 。 同和 


カン ピ レ ー の 漁 講 @0GVB 


前 田 由 加 g 訂 験 ・ ア クティ ビ テ ィ 


BlueMoon 所 属 / 沖 縄 県 地域 通訳 案内 士 ・ ア ド ベ ンチ ャ ー ツ ー リ ズム コ ” (2 日 目 : 午 前 ) - (2 日 目 


NN RNN 沖縄 伝統 漁船 サバ ニ 溝 ぎ 体験 ”・ 地 域 住民 の みな さま と の 


八重 山 の 島 々 に 上 了 され 移住 。 島 めぐ り を は じ め 、 ダイ ビン グ や カヌ ー な どの ネイ チ 
ャ ー ガ イド と し て も 20 年 ほど 活動 。 自 然 の みな ら ず 文 化 や 歴史 を 通し て 島 の 魅力 を 『 サバ ニ と は 、 ラ ンチ 交流 & 大 浜 農園 見 学 
ご 案内 し ます 。 人 と 自然 が 共存 で きる 島 を 目指 し 旅行 者 の みな さま を お 迎え し ます 。 海 人 の 先 人 た 障 サバ ニ 満 ぎ 


SA な うー 2N 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 ち が 漁 に 出る 体験 の 後 、 


際 に 使用 し て | 箸 作 りや ラ 
コー 5 いた 、 沖 縄 に 蘭 記 ンチ (お 弁 
画 因 動 石垣 島 に 生息 する サン ゴ を 知る 古く か ら 伝 わ | 当 ) で 
八重 山 諸島 の 拠点 、 石 垣 島 は 豊か な 自然 ーー et ee 
が 息づく 島 。 代 表す る 景勝 地 ・ 川 平 湾 の に つき 2 名 の 能 取り 、 地 域 の みな さま ee 022 
美しく 適 る 通 っ た 混 は カビラ ブル ョ ども と 力 を 合わ せ て ぐ アク ティ ピ テ イィ で 島 の 生活 を より 深く 知り ま 
呼ば れ 、 沖 縄 が 世界 に 誇る サン ゴ の 海 で で す 。 2 軸 Go 然 
す 。 グ ラス ボー ト か ら サ ン ゴ 礁 や 色 鮮 や = 所 要 時 間 : 約 2 時 間 30 分 の 科 細 補選 の 年 もの ちな 
か な 熱帯 魚 を 楽し み ま す = 注意 事項 : 濡れ て も 良い 服装 ・ 帽 "や ニテ デー ンー 
o 0 に 育つ 作物 に つい て 学び ます 。 
まく マリン ジョーズ ( 貞 財 あり 0 を 生誕 語 生 の 02h 
ご 準備 くだ さい 。 0 
西表 島 の 伝統 と 人 々 の 暮らし に 触れ る 
首 放 西寺 委 の 計 能 夷 7 ) 
に SA 島 の 大 部 2 が 宣 の 原 本 で 調和 き 産 西表 居 の 生態 系 へ う 


4 然 の 宝庫 ・ 西 表 島 。 絶 滅 危 恨 種 の イリ オモ 
較 テテ ヤマ ネコ を 合 む 多種 多様 な 動植物 が 生息 
固有 種 や 希少 種 の 豊か さか ら 2021 年 に 
世界 遺産 と な り ま し た 。 フ ェ リ ー で 西表 島 
に 渡っ た あと 、 西 部 の 道路 の 終点 に ある 白 
ウジ 浜 集落 で 地域 の 方 々 と 交流 し ます 。 ま ず は 
EZ が 肖 全 蜂 | 不 造 の 伝統 的 な 漁船 サバ ニ に 乗っ て 、 和 白浜 
港 か ら ク イラ 川 へ 入り マン グロ ー ブ や 王 湯 
の 観察 を し な が ら 沖 縄 の 伝統 船 を 体感 し ます 。 サバ ニ 体 験 の 後 は 、 白浜 公 
民 館 で の 箸 作 りや ラン チ 、 大 浜 農 園 見 学 で 地域 住民 の みな さま と 交流 し 、 
西表 島 の 人 々 の 伝統 を 守り 自然 と 共存 する 暮らし に 触れ ます 。 


臣 暑 動 性 高島 散策 と 八重 山 諸島 の 特徴 を 振り 返る 

生ま に 指定 され る 赤 瓦 の 
集落 と サン ゴ の 石垣 、 サ ン ゴ 砂 が 敷き 詰め られ た 
白い 道 が 印象 的 な 竹富 島 。 ガ イド さん が 弾く 三線 
を 聴き 水牛 車 に 揺 ら れ な が ら ゆ っ た り し た 時 間 を 
過ごす 中 で 八重 山 諸島 で の 旅 を 振り 返り まし ょ う 。 


沖縄 県 の 最大 河川 を ゆく 浦 内 川 ジ ャ ング 
ルク ルー ズ で 船長 の ガイ ド に 耳 を 傾け な 
が ら マ ング ロー ブ の 中 を 上 流 へ 進み ま 
す 。 途中 軍艦 岩 で 下船 し 、 そ の 先 に ある マ 
リ ユ ド ゥ ・ カ ン ピ レ ー の 滝 を 目指 し て 森 
の 中 を 約 2 時 間 歩き ます 。 道中 見 落と し が 
ちな 珍し い 生 物 や 植物 も ガイ ド が 詳し く 
ご 案内 し ます 。 最 後に 浦 内 川中 流域 に 位 
置 し 、1970 年 頃 に 廃 村 と な っ た 旧 稲 葉 村 
跡地 に 上 陸 し 、 当 時 の 人 々 の 暮らし に 思 
い を 馳せ ます 。 その 後 、 野生 生物 保護 セン 
ター で 西表 島 の 自然 や 野生 生物 、 自 然 環 
境 保全 へ の 理解 ・ 関 心 を 深め ます 。 夕食 
後 は 、 西表 島 の 夜 の 世界 へ ご 案内 し ます 。 
[服装 ・ 装 備 に つい て 】 動 きやすい 服装 、 ウ ォ ー 
キン クシ ンコ ニース リッ ク KM 上 TE レー ト 
の 雨 衣 な ど 


旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 
H 発 地 人 1 室 | 人 1 室 ] 
東京 発 | 209.000 円 | 237,000 円 
大 孤 発 | 229.000 円 | 257,000 円 
更 寺 着 | 171.000 円 | 199,000 円 


南 の 美 ら 花 ホテ ルミ ヤ ヒ ラ 
[部 屋 ] 洋室 
[お 食事 ] 【 夕 】 バ イキ ング 双 は 幕 
の 内 御 騰 ※ 選 ぐま せん 

【 朝 】 バ イキ ング 又は セッ 


トメ ニュ ー ※ 遂 べ ませ ん 


出発 日 4 月 23 日 (日 )、5 月 15 日 (月 ) 


羽田 空港 (7:30-~9:30 発 ) 伊丹 空港 (6:30-9:30 発 ) 石垣 空港 (13:30 一 14:30 発 ) 
那覇 空港 石垣 空 那覇 空港 石垣 空港 


っ 川平 湾 ( 国 指定 の 名 勝 ・ グ ラス ボー ト で サン ゴ 礁 観賞 、 散 策 ) 夕刻 : 南 の 美 ら 花 ホテ ルミ ヤ ヒ ラ 泊 


皿 ロ ー 


午前 : 宿 … 石 垣 港 て 西表 大 原 港 一 白浜 港 て サバ ニ ( 伝 統 漁船 ) 沖 ぎ 体験 て 白浜 港 … 箸 作り 体験 ・ ラ ンチ 交流 
大 浜 農園 見 学 ( 無 農 薬 栽培 を 実現 する 農園 ) 夕刻 : 西 表 島 ジャ ング ル ホ テル パイ ヌ マ ヤ 泊 


皿 加 い 


午前 : 宿 一 浦 内 川 観光 ジャ ング ルク ルー ズー 軍艦 岩 … 亜熱帯 の 森 ト レッ キン グ ( マ リュ ドッ ゥ の 滝 (日 本 の 滝 
100 選 ) ・ カ ン ピ レ ー の 滝 ) … 軍艦 岩 稲 葉 村 跡 地 ( 廃 村 と な っ た 旧 稲 葉 村 に 上 陸 ) 一 野生 生物 保護 セン ター 
っ タ 刻 : 同 宿泊 (夕食 後 は 西表 ナイ ト ツ アー へ ご 案内 ) 

午前 : 宿 一 西表 大 原 港 > 石 垣 港 < 竹 富 港 (水牛 車 観光 ・ 自 由 昼食 、 観 光 )> 石 垣 港 つ 

石垣 空港 那覇 空港 ラ 石垣 空港 那覇 空港 ラ 石垣 空港 (14:30 て 15:30 着 ) 

羽田 空港 (20:30 て 22:00 着 ) 伊丹 空港 (19:30 て 20:30 着 ) 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 東 運 輸 及 び 西 表 島 交通 又は いり お も て 観光 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


皿 加 の 


西表 島 ジ ャ ング ル ホ テル 

パイ ヌ マ ヤ 

[部 屋 ] 洋室 

[お 食事 ]【 夕 】 西 表 ブ ッ フェ 
【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 


ー つ バス う 航 空 機 … 徒 歩 王 列 車 船 ++ そ の 他 11 


皿 ょ 


x X TTFIII ※ ※ 


テー マ あ る 体験 ・ 交 流 ・ 学 び の 旅 の お 問合せ ・ お 申 


商品 に 関す る お 問い 合わ せ ・ ご 相談 


0570-04.0303 03-6810.1910 


0 ※ 携 帯電 話 の 定 導通 話 を ご 利用 の お 客 様 
(ナビ ダイ ヤル ) は 上 記 番 号 を ご 利用 下さ い 。 


下記 押印 欄 記載 の 販売 
店 へ お 越し くだ さい 。 旅 
の 相談 や 詳し い 情 報 を 
係員 が ご 案内 し ます 。 


読み くだ さい 


お 電話 で 
10:00 一 17:00 


( 侍 * 日 * 祝 日 ・ 
12/30 一 1/3 は 休業 ) 


弄 こ ご の パン フレ ッ ト に 記載 の プラ ン は 全て 


温泉 (鉱泉 含む お) に つい て 


ます 。 


@ お 客 様 が 快適 に ご 入浴 いた だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よう 加水 ・ 加 温 な ど を 借 コ ー ス 内 容 の 変更 に つい て 機運 衣 
更 で 各 コー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 場合 が あり ます 。 また 、 混 雑 ・ 天 候 状 況 ・ 


し て いる 場合 が あり ます 。 


條 浴槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し ん で いた だ ける よう に 、 入浴 剤 を 使 
用 する 場合 が あり ます 。 ( 例 : ワイ ン 風 呂 、 酒 風 呂 、 薬湯 な ど ) 
介 安 心して ご 入浴 いた だ ける よう に 、 殺菌 消毒 を し て いる 宿泊 施設 も あり ます 。 


必 に REISENG 細 = 
今宿 泊 施設 の 客室 に お いて 、 基本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が ある 場合 は 、 特に 記載 し 

て お り ま せん 。 例 外 と し て ご 用 意 が で き な い 場合 の み 詳細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明記 し て いま す 。 
人 @ お 部 屋 は 、 禁煙 ・ 喫 煙 、 和室 ・ 洋 室 な ど 部 屋 タイ ズ 階層 、 眺望 の 指定 な どの ご 希望 は 


お 受け で きま せん 。 


人 同等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 な お 、 同 等 クラ ス の 選定 判断 基準 は 当社 に 拠り ます 。 


集合 時 間 に つ いて 
人 集合 時 間 は 、 原則 JR・ 有 船舶 利用 コー ス は 出発 時 間 の 20 て 30 分 前 、 航空 機 利 用 コー ス 
し て いま す 。 (一 部 コー ス を 除く ) 


は 40~60 分 前 、 バス 利用 コー ス は 集合 出発 時 間 を 


その 他 ご 注意 事項 
@ 航 空 機 ・ 列 車 ・ 船 舶 の 座席 に つい て 


特に 記載 の な い 限 り 航空 機 は 普通 席 、 列車 は 
普通 車 指定 席 、 船舶 は 2 等 又は 自由 席 と な り ま す 。 喫煙 ・ 禁 煙 席 、 窓 ・ 通 路側 の ご 希望 


信 料 理 写真 に つい て 
あり ます 。 


旅程 表 で 確認 し て ください) 


出 く だ さい 。 


み は こ ちら ! 


全て の パン フレ ッ ト を ご 覧 いた だ ける 
と ジタル 
バン フレ ッ ト も 
チェ エッ ン ! 


航空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル (鉄道 の ダイ ヤ 改 正 ) な どの 変 


その 他 の 事情 に より 現地 出発 ・ 到 着 時 間 、 観光 箇所 、 行程 の 順序 、 食事 時 間 な ど が 変 
更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 利 用 航空 便 は 往路 ・ 復 路 と も 経由 便 と な る 場合 も あり ます 。 
季節 ・ 仕 入 な どの 都合 に より 料理 内 容 ・ 器 が 変更 と な る 場合 が 


條 航空機 ・ 列 車 の 決定 便 は 搭乗 日 、 又は 乗車 日 の 10 日 前 頃 ま で に お 知ら せ し ます 。 (最終 


人 車椅子 の ご 利用 、 身体 障害 者 補助 大 の 同行 に つい て は 、 お 申込 時 に 販売 店 係員 に お 申 


人 @ 各 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 施設 の 情報 は 、 営 業 時 間 、 食 事 場 所 ・ 内 容 ・ 


人 天候 な どの 諸 条 件 に より 、 語 


時 間 、 入 浴場 所 ・ 時 間 な ど が 予告 な く 変 更 と な っ た り 、 サー ビス の 提供 が 中 止 と な る 場 
合 が あり ます 。 また 、 指定 され た 列車 ・ 便 の 運休 な ど に より 、 列車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 
変更 が 行わ れる 場合 が あり ます 。 


の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


便 当 パン フレ ッ ト に お ける 記載 情報 事項 は 2023 年 1 月 31 日 現在 の 資料 に 基づき 作成 し て お 
り ま す の で 予告 な く 内 容 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


は 事前 に お 伺い で きま せん 。 また 、 グル ー ズ 、 カッ プル の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり 


人 「 国 内 旅行 総合 保険 」 を お すす めし ます 。 販売 店 係員 に お 問 合 わ せく だ さい 。 
人 写真 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 な どの 装飾 は 付き ませ ん 。 予め ご 了承 くだ さい 。 


お 申し 込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 頁 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 と ご こ 注 意 を 必ず お 読み くだ さい 。) 


お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


@ 募集 型 企画 旅行 契約 


下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され る お 
行 契 約 (以下 [旅行 契約 」 と いう ) を 締結 する こと に な り ま す 。 ま た 、 旅 
お 渡し する 旅行 条件 書 (全文 ) 、 出 発 前 に お 渡し する 最終 日 


の 部 に より ます 。 な お 、 当 パン フレ ッ ト に 記載 され た 旅 生 別途 お 渡 
する 旅行 条件 に 記載 され た 条件 と の 相 進 が ある 場合 は 、 当 パン フレ ッ ト 記載 の 旅行 条件 が 


適用 され ます 。 

人 @ 旅行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 期 

(1) 所定 の 申込 書 に 所 定 の 事項 を 記入 し 、 下 記 の お 中込 金 を 添え て お 申し 込み くだ きい 。 お 中 込 金 
は 払い の 際 差 し 中 か せ て いた だ きま す 。 

み の 場合 、 当社 ら の 子 約 を 承諾 する 千 の 通知 が 


り を 承 庄 
確認 の う 


3 行 
する 旨 の 通知 が お 
え 、 申 払 


た 、 郵 便 又 は ファ ク 


旅行 邊 約 を 締結 する 
ク 合 で も 、 通 信 契 
太 希望 きれ る お 客 様 と の 旅行 条件 (1) の 定め に より 契約 か 
(5) お ! 
お 申込 金 旅行 代金 お 申込 金 
6 千 円 未満 旅行 代金 の 20% 10 万 円 未満 20.000 円 
3 万 円 未満 6.000 円 15 万 円 未満 30.000 円 
6 万 円 未満 12.000 円 15 万 円 以上 | 旅行 代金 の 20% 
念 旅行 代金 の お 支払 い 


旅行 代金 は 旅行 出発 晶 の 前 日 か らき か の ぼっ て 13 日 日 に あたる 日 より 前 (お 申し 込み が 間際 の 場合 は 
当社 が 指定 する 期日 まで に ) に お 支払 く 。 ま た 会 


ス の 提供 を 受け る こと を 開始 し た 時 」 以 降 を いい ます 。 


契約 解除 の 日 取消 料 (お 1 人様) 
1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 無 料 
旅行 開始 | (日 帰り 旅行 に あっ て は 11 日 目 ) 
日 の 前 日 | 0 日 目 に ぁ た る 日 以降 の 解除 
か ら 起 算 過多 8 
し て さか | (日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 20% 
の ぼっ て | (3ー6 を 除く ) 
3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 (4 ご 6 を 除く ) 旅行 代金 の 30% 
4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 
6) 旅行 開始 後 の 解 除 ま た は 無 連 絡 不参加 旅行 代金 の 100% 


※ お 客 様 の ご 都合 に よる 出発 日 の 変更 、 運 行 ・ 宿 泊 機 関 等 行程 中 の 一 部 変更 に つい て も 、 全 体 に 対 
する お 取消 と みな し 、 取 の 対象 と な り ま す 。 


準 と し て 上 記 取 消 料 を 適用 いた し ます 。 
し ます 。 

スペ ー ジ 内 に 記載 する 取消 料 に 拠り ます 。 
機関 等 行程 中 の 一 部 の 変更 に つい て も 、 全 


切 

様 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび が コース の 変更 
体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ます 。 

人 旅行 代金 に 含ま れる も の 

旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 * 料 金 ( 注 釈 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス ) 、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 入 
場 料 * 拝 観 料 等 及び 消費 税 等 詳 税 。 こ れ ら の 費用 は 、 お 客 様 の 都合 に より 一 部 利用 きれ な く て も 原則 と 
し て 払い 戻し いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。) 


4 
に 対し て 通知 が あっ た 場合 に 限り ます 。 
害 に つき まし て は 、 本 項 (1) の お 客 様 か ら の 損害 通知 期 
E の 翌日 か ら 起算 し て 14 日 以内 に 当社 に 対し て 申し 出 が あっ た 場合 
に 限り 、 賠 償い た し ます 損害 額 の 如何 に か か わら ず 当 社 が 行う 賠償 額 は お 1 人 あたり 最 
高 15 万 円 まで (当社 に 政 意 又は 重大 な 過失 が ある 場合 を 除き ます 。) と いた し ます 。 


人 @ 特別 補償 
当社 は 、 当 社 ま た は 当社 が 手配 を 代行 きせ た 者 の 政 意 また 
旅行 約 別 紙 和 列 補 償 規 程 に 基づき 、 お 客 様 が 


事故 に より 、 そ の 身体 、 生 の 金額 の 範囲 に お い 
て 、 補 償 金 また は 見 抑 金 支払 うべ き 保険 契約 が 
ある 場合 は 、 当 社 は 、 に 

・ 死 亡 補償 金 :1500 万 円 5 万 円 


紀 ・ 人 院 見 打 
・ 携 行 品 損 害 補償 金 お 客 様 1 名 に つき 一 15 


信 お 客 様 の 責任 (抜粋 ) 
『 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 契 約 書面 ( 


円 (た だ し 、 補 : 


k さ れ た 旅行 サー ビス を 円 消 に 受領 する た め 、 万 が 
り 書 面 と 異な る 旅行 サー ビス が 提供 され た 工 し た と き は 、 旅 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 
添乗 員 、 幹 旋 員 、 現 地 ガ イド 、 当 該 旅行 サー ビ 供 機関 又は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 
@「 通 信 契 約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 

当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー 
消 料 等 の 支払 い を 受け る 」 こ と ( 尺 
条件 と は 以下 の な り ます 。( 


た と き に 成立 する も の と し ます 。 
(2) 「 カ ー ド 利用 日 ] と は 旅行 代金 等 の 支払 いま た は 払戻 し 債務 を 履行 すべ き 日 を いい ます 。 旅 行 代 金 の 
* 利 用 日 は 「 契 約 成立 日 ] と し ます 。 ま た 取消 料 の カー ド の 利用 日 は 「 契 約 解 除 依頼 日 ] と し ます 。 
契約 解除 依頼 日 が 旅行 ) カ ー ド 利用 日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 は 旅行 代金 か ら 取 消 
引い た 額 を 解除 依頼 晶 の 翌日 か ら 起算 し て 7 日 間 以 内 を カー ド 利 用 日 と し て 払い 戻し ます 。) 
理由 に より 会 員 の お 申し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で き な い 場合 、 当 社 は 通信 
を 解除 し 、 規 定 の 取消 料 と 同額 の 信 約 料 を 中 し 受け ます 。 た 社 が 別途 指定 する 期日 
まで に 現金 に よる 旅行 代金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 


@@ 国内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て 
ご 旅行 中 、 け が を し た 場合 、 多 額 の 治療 費 、 移 送 費 等 が か か る こと が あり ます 。 ま た 、 事 故 の 場合 、 加 
前 求 や 賠償 金 の 回 収 が 大 変 困 難 で ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め 、 
客 様 ご E 分 な 額 の 国内 旅行 保険 に 加 信 され る こと を お 勧め し ます 。 国 内 旅行 保険 に つい て 
は 、 お 申込 店 の 販売 員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
等 の お 申出 に つい て 
) 場合 は 、 直 ち 
込 店 


同行 の 添乗 忠 ・ 現 地 係員 ・ 運 送 宿 泊 機関 等 旅行 サー ビ 
通知 くだ さい 。( も し 、 通 知 で き な い 事情 が ある 場合 は 、 そ の 事情 が 


人 @ 個人 情報 の 取扱 に つい て 
当社 及び 販売 店 は 、 旅 行 申 込 の 際 に 提出 され た 貼 込 書 等 に 記載 され た 個人 情報 に つい て 、 お 客 様 と の 間 
の 連絡 の た め に 利用 させ て い ほか 、 お 客 様 が お 申し 込み いた だ いた 旅行 に お い "宿泊 機関 
保険 会 社 等 の 提供 する サー ビス の 手配 及び それ ら の サー ビス の 受領 の た め の 手 続 ( な 範囲 内 で 利 
用 きせ て いた だ きま す 。 こ の ほか 、 当 社 及 び 販売 店 で は 、① 当 社 及び 当社 と 提携 する り 商 品 や サー ビ 
ス 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご 案内 ② 旅 行 参加 後 の ご 意 の ご 提供 の お 願い ケー ト の お 願い ④ 


特典 サー ビス の 提供 ⑤ 統 計 資 料 の 作成 に お 客 様 情報 を 利用 きせ て いた だ く こ と が あり ます 。 

人 @ そ の 他 

お 客 様 が ご 旅行 参加 中 に 、 新 型 コ ロナ ウィ ルス 感染 患 し 、 ま た は 濃厚 接触 者 と な っ た 場合 な ど 、 
現地 の 法令 な ど に 基 づ その 他 の 措置 か て 頂き ます 。 ま 


た これ に 要する 費用 は お 客 様 の ご 負担 と な り ます 
人 旅行 条件 ・ 旅 行 代金 の 基準 
この 旅行 条件 は 2023 年 1 月 31 昌 を 基準 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2023 年 1 月 31H 現 在 の 有効 な 運 
任 . 規 則 を 基 進 と し て 算出 し て いま す 。 


旅行 企画 ・ 実 施 


JTB カ イア レツ フウ 


観光 庁 長 官 登録 旅行 業 第 712 号 日 本 旅行 業 協会 正会員 
東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 


ボ フ 避 証 会 員 EiU 旅行 業 公正 取 ヨ 
協議 会 会 員 


ー 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協 会 正会員 


17000756 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 を ご 利用 下さ い 。 


確定 情報 を 記載 する 最終 旅行 日 程 表 に つき まし て は 、 当 社 よ り 特に ご 連絡 の 無い 場合 は 本 パン フレ ッ ト 記 載 内 容 を も っ て 替え させ て 頂き ます 。 


人 合 (国内 ) 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 均 任 者 で す 。 
この 旅行 契約 に 関し ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 取扱 管理 者 に お 尋ね くだ さい 。 


※ 当 パン フレ ッ ト の イメ ー ジ PHOT0 は 実際 の 旅行 地 と 異な る 場合 が ご ざい ます 。※ 当 パン フレ ッ ト の 一 部 及び 全部 の 複製 使用 を 禁 す 。 | 商品 コー ド | 4412404 


